
マ

ル

サ

ス
軌封

ゴ

ツ

ト

ウ

イ

ン
の
人

口
論
争

ゆ

伊

藤

久

秋

序

説

マ
ル
サ
ス
人

口
論

(
一
七
九

八
年

)
は
周
知

の
如
く
、

マ
ル
サ
ス
が
其
父

と
膝
を
交

へ
て
、

ゴ
ッ
ド
ウ
イ

ン
の
思
想

に
關

し

て

(
註

ぜ

論

じ

た

る
、

云
は

ば

さ

、
や

か

な

る
櫨

蓬

の
論

寧

に
共

端

を

襲

す

る
。

一
世

を

動

か

し

百

年

を
指

導

す

る
大

思

想

が

一
夕

の
閑

談

に
縁

由
す

る
興

味

あ

る

一
例

を

我

々
は

こ

義
に
見
出

す

。

(
駐
)

・
、の
事
に
人
口
論
初
版
の
序
丈

に
次
の
如
く
あ
ら
に
さ
る
o
、.目
ず
¢
♂
昌
o
乱
5
σq

国
。・碗藁

o奮

い
陣窪

自
剛σq
ぎ

8

帥
8
ロ
くo風
ρユ
o昌
註
仔

p
沖
甲

自
斜

o
昌
昏
。
豊

8
ε

h
鼠
嘱・
Q
a

函
一昌
.u
国
。・器
ざ

言

翌
・。
「凶8

9・
呂

噂
3
嘗

一〇
P

ぼ

7
尻

葺

爵

。鉾

こ

」
に
云
ふ

『
友
入
』

が
其

父

d
p
巳
巴

匿

費
奮

.て
あ

つ
六

・
、
と
に

、

マ
ル
サ

ス
の
傳

記
者

に
二

つ
て
傳

へ
ら
れ

る
o
す
な

に
ち
彼

の
學
友

オ

ッ
タ

ー

6

§

昌

が

マ
ル
サ

ス
の
著

り
N営
。
苞

2

0
h
り
9
崖
。
巴

国
8
8
目
楓
第

二
版

(
一
入
三
六
年
)

に
附
し
六

る
傳
記

箒

日
o
q

亀

男
景

誹
旨

窪
藍

の
中

に
次

の
如

く

云
ふ
。

『
マ
ル
サ

ス
氏
の
心
に
確
か
に
、
其
父
と
全
く
意
見
な
異
に
し
お

一
つ
の
問
題

に
關
す
ろ
何
同
も
の
論
箏
の
結
果
と
し
て
入
口
の
問
題

に
向

け
ら
れ
六
。
父
に
浪
漫
的
な
幾
分
多
血
的
な
氣
質
の
入
で
入
の
完
全
性
に
關
す

る

コ
y
ド
〃
セ
ー
と
ゴ
ヅ
ド
ウ
ィ
y
の
意
見
為
熱

心
に
.支
持

マ
〃
サ
ス
繋

ゴ
ヅ
ド
ウ
ィ
y
の
人
口
論
學

二

一
九



●

二
二
〇

し

、
こ
れ

に
劉

し

マ
ル
サ

ス
の

温
健
な
常
識

的
感
畳

は
常

に
反

抗

し
糞
。
問
遮

が
屡

々
嗣
者
の
熱
論

の
題
目

と
な
り

、
手

は
其

所
信
な
、
主

と
し
て
食

料

よ
叫

も
遽

に
増
加
す

る
入

口
の
傾
向

に
柔

つ
て
置

か
る
る
障

碍
な

基
礎

と
す

る
に
及

び
て
、

そ
の
議
論

の
要

旨
を
熟

考
の
便

宜

の
爲

に
丈

書

に
書
く

こ
と
を

求

あ
ら
れ

溢
。

こ
の
結
果

が
入

口
論

で
あ

つ
穴
。

:
・
こ
れ
著

者
自
均
が

曲
傅

記
の
筆

者

に
語

つ
む
話
の
要
領

で
あ

ろ
。
』
(×
瀕
×
く
H
h
一)
因

に

マ
〃
サ

ス
に
其

若
年
の
頃
は
自
巳

の
所
信
を
貫
く
闘
箏

性
な

も
つ
て
ゐ
穴

こ
と
が
此
傳
駝

に
蓮

べ
ら
れ

て
ゐ

る
。
彼

に

『
孚

の
爲

の
筆
な

好

ん
だ
』
(δ
<
窪

剛㎡
崔

茜

♂
剛
m
讐

一5.
σq
.柳
ψ欝

。
)
『
そ
の
當
時

の
書
翰
な

見

ろ
と
、
親

乎
の
感

情

が
そ
の
爲

に

ヘ

ヤ

何

等
傷

け
ら
れ
敦
課
で
に
な

い
が
、
父
の
意
見

が
、
乎

の

工
η
優

れ
t
思
慮

に
よ

つ
て
打
破

さ
れ

鷲
例

な

剛
度
な

ら
ず

見

出

す
。
』
(客
図
×
℃

客
蟹

5

マ
ル
サ
ス
と
父
と

の
論
談

の
テ
ー

マ
な
り
し

『
研
究
者
』
(国
昌
ρ
鼠
「φ
H)
申

の

『
貧
慾
と
浪
費
』

彗
"
ユ
8

碧
ら
鷲
o含
ψざ
昌
な

る

論

文
は
、
道
徳

の
原
理
は
就
會

に
於
け
る
不

築
等
を
可
及
的
縮

少
す
る
を
要

求
す

る
と
な
し
、
貧

慾
と
浪
費

の
何
れ

が
此
鮎

に
於

て
道
徳

の
原
理
に
叶
ふ
か
を
探
究
し
、
浪
費

は
徒

に
勢
働
者

の
勢
働
を
増
加

す
る

の
み
に
し

て
、
其
賃

銀
を
増
さ
す

、
勢
働
者

の

蒙

る
璽
迫
を
加

重
す
る

に
過
ぎ
す

と
断

じ
、
貧
慾
者

の
行
爲

は
寧
ろ
害
悪
少

し
と
結
論
す
る
も

の
で
あ
る
。
恐
ら
く

マ
ル
サ

ス
父

(
駐

一

子
は
、
此
論
文

の
結

論
よ
り
も
、
寧

ろ
不
平
等

の
可
及
的
縮
少
を

理
想
と
す
る

ゴ
ッ
ド
ウ
イ

ン
の
思
想
を
主
と
し
て
問
題

と
し
、n

父
は

こ
れ

に
賛
し
子
は

こ
れ
を
駁
す
る

に
至

つ
た
も

の
と
推

せ
ら
れ
る
。
『
研
究

者
』

は

ゴ
ッ
ド
ウ
ィ

ン
の
圭
著

『
政
治
的
正
義
」

吟

の
延
長
で
あ
る

(
多
少

の
思
想

の
攣
化
を
示
し

て
は
ゐ
る

が
)
。

マ
ル
サ

ス
は

ゴ
ッ
ド
ウ

イ

ン
の

『
政
治
的

正
義
』

に
あ
ら
は
さ

る
る
準
等
主
義

に
同
す

る
を
得
す

、
そ

の
胸
申

に
伏
藏
し
た
る
人

口
法
則
を
持
ち
來

つ
て
こ
れ

に
駁
撃
を
加

へ
ん

と
し
た

も
の
で

わ

あ
る
。
人

口
論
第

一
版

が
ゴ
ッ
ド
ウ
イ

ン
を

主
と
す
る

一
連

の
思
想
家
を
標
的
と
す
る
こ
と
は
既

に
其

表
題

に
於

て
明

示
さ
れ

、

1)W.GOdwin,AnEnquiryconcerningPoliticalJusticeanditsInfluenceon

GeneralVirtueandHapPiness,1793

2)AnEssayonthePrincipleofPopulation,asitaffectsthefutureimprove.

mentofs㏄iety,withremarksonthespeculationsofMr.Godwin,M.Con-

doroet,andotherwriters.London1798



又
三
百
九

十
六
頁

の
冊
子
申
百
三
十
頁

は

ゴ
ッ
ド
ウ
イ

ン
の
論

駁
に
さ

玉
げ

ら
る

玉

一
事

に
よ

つ
て
詮

せ
ら
る

ム
。

(
註
)

託
結
論

に
封
し

て
も

マ
ル
サ

ス
に
(

ア
ダ

ム

・
ス

ミ
ス
と
劉
照

し
て

ゴ

ヅ
ド
ウ

ィ

ン
為
斥

け
て

ゐ
ろ
o

ス
ミ

ス
の

碁

菖

日
普

に
資

本
准

増
加
し
、
生
産
的
勢
働
な
働
か
す
も
の
で
あ
る
が
、
ゴ
ッ
ド
ウ
ィ
y
の

磐
巴
oご
房

日
駕

に
富
准
死
藏
す
る
の
み
、
何
等
の
勢
働
右
動

か
さ

ず
と
o
(【
ロ暦け・
O山
己
℃
℃
。
&
い
1
置轟
)
併
し
此
貼
の
論
輪
に

さ
し
て
大
な
る
意
襲
な
も
た
な

い
と
思
ふ
o

マ
ル

サ

ス
の
挑

職

に
よ

つ
て

ゴ
ッ

ド

ウ

ィ

ン
は

再

び
立

ち

三
た

び
筆

硯

を

薪

た

に
し

た

。

此

間

二

十

幾

年
を

維

過

し

た

が
、
爾

人

の
封

立

は

人

性

に
關

す

る
根

本

見

解

の
相

違

に
よ

つ

て
起

り

叉

こ
れ

を

中

心
と

し

た

。
(
尤

も

一
八

二

〇

年

の

ゴ
ッ
ド

ウ

イ

ン
の

『
人

口
論

』

は

此

封

立

の
軍

な

る
感

情

的

延
長

と
見

得
る

)
。

故

に
私

は

先

づ

ゴ

ッ
ド

ウ

イ

ン
の
立

場

を

略

述

す

る

こ

と

に
よ

つ

て
、

此
論

争

の
跡

を

辿

ら

う

。

=

ゴ

ッ
ド
ウ

ィ
ン
の
立
場

ゴ
ツ
ド
ウ
ィ
ン
は
所
謂
内
在

的
原
理

(貯
髭
g
智
ぎ
o乾

$
)
の
存
在
を
否
定

し
た
。
入
は
生
來
善

叉
は
悪
の
何
等

の
傾
向
も
有
し

わ

な

い
。
人
類

が

正
義

、
慮
報
、
道

徳

の
観

念
を
も

つ
に
至

つ
た

の
は
極
く
後

の
事

で
あ

つ
て
、
か

玉
る
観
念
は
叉
到
底

小
兇

の
心

わ

に
は
存
在
し
な
い
。
人
々
は
外
部
の
刺
戟
を
受
け
て
之
を
印
象
と
す
る
受
動
的
能
力
と
此
印
象
を
思
想
に
化
す
る
能
動
的
理
性
力

の

あ
る

の
み

で
あ
る
。
而

て
此
理
性

こ
そ
人

の
眞

の
原
動
力

で
あ
る
。
而

て
人

の
道
徳
的
行
動

は
此
思
想

に
立
脚

す
る
。
入

の
道
徳

的
資
質
は

人

に
加
は
る
印
象

の
産
物

で
あ
り
、'
我

々
の
徳

と
我

々
の
悪
は
我

々
の
生
活

の
閲
歴
を

つ
く

る
諸
事
件

に

源

を

嚢

す

マ
ル
サ
ス
劉
ゴ
ッ
ト
ウ
ィ
y
の
入
口
論
争

・

二
脚二

1)

2)

3)

W,Godwin,PeliticaユJustice,Ist。ed。,P.x2

Godwin,p.17

GOdwln,PP。318ff;



ニ
ニ
ニ

る
、
故

に
若

し
、
此
等

の
出
來
事

か
ら
正
し
か
ら
ぬ
傾
向
を
取
り

た
る
な

ら
ば
、
罪

悪
は
世
界
よ
り
そ

の
あ
と
を

断

つ

で

あ

ら

ラ

ラ

コ

の
の

う
。
蓋
し
罪
悪
は
誤
謬

の
實
行

に
移

さ
れ

た
も

の
に
外
な
ら
な

い
が
理
性

は
誤
謬
を
征
服
す

る
に
十
分

の
力
を
そ
な

へ
る

で
あ
ら

う
。
理
性
は
叉
人
を
導

い
て
絶

え
ざ
る
進

歩
と
完
成
を
圖

ら
し
め
る
。
多
数

の
嚢
明
と
穫
見

は
人

の
完

全
性

曾
①桶hω9
筐
年
巳
を
十

分

に
立
誰
す
る
。
然

る

に
政
治

(σq
。
蕊
コ
ヨ
6邑

は
元
來
力

に
基
き

て
稜

生
し
、
正
義

叉
は
効
用
又
は
幸

福
と
矛
盾
す
る
凡

て
の
制

の

度
を
支
持
し
擁
護
し
、
以
て
誤
謬
を
助
長
す
る
の
み
な
ら
す
、
財
産
の
不
干
等
を
永
久
化
し
、
権
威
の
中
に
人
を
束
縛
す
る
。
か

く
て
政
治
は
唯

一
の
立
法
者
た
る
ぺ
き
理
性
の
作
用
を
障
碍
す
る
。
若
し
政
治
の
支
援
が
な
か
つ
た
な
ら
ば
誤
謬
は
怖
る
玉
に
足

ゆ

ら
・ず
、

又

永
績

も

し

な

い
で
あ

ら
う

。

彼

は

ト

マ
ス

・
ベ
イ

ン

享

o
B
器

℃
鑑
昌
ε

と
共

に

云

ふ
。

i

肚

會

は

我

々
の
慾

望

に

よ
り

て
生
じ
、
政
治
は

我

々
の
邪
悪

に
よ
り
生
れ

る
。
肚
會
は
如
何
な

る
状
態

に
於

て
も
天
恵

で
あ
り
、
政
治
は
其
最
善

の
状
態

ラ

　

ヨ

に
於

て
も

必
然

の
悪

で
あ
る
。
政

治

に
代

つ
て
肚
會
を
支
持
す
る
も

の
は
公
亭

で
あ
り
、

一
般
的
幅
阯

に
封
す

る
共

同

の
考
慮

で

の

あ
る
。
而
し

て
こ
れ
理
性

の
作
用

に
外
な
ら
な

い
。
理
性

の
法
則
は
智
慮

の
損
張
、
徳

の
増
進
、
人

の
猫
立
心

の
畳
醒

に
最
も

貢

わ

献
す
る
行
爲
と
條
件
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
如
き
行
爲
と
條
件
の
総
和
が
す
な
は
ち
政
治
的
正
義
で
あ
る
。
ゴ
ッ
ド

ウ
ィ

ン
は
此
政
治
的
正
義
の
立
場
か
ら
私
有
財
産
に
反
封
す
る
。
彼
に
す
れ
ば
私
有
財
産
は
不
準
等
に
導
き
人
の
心
的
進
歩
を
不

可
能
に
す
る
。
富
の
所
有
は
虚
榮
心
と
堕
落
と
を
生
じ
、
貧
乏
は
人
を
化
し
て
奴
隷
と
な
し
、
理
性
と
道
徳
心
と
を
劇
滅
す
る
。

今
日
の
肚
會
に
於
て
或
者
は
過
大
の
富
を
も
ち
、
或
者
は
全
く
之
を
持
た
な
い
。
正
義
は
か
く
の
如
き
こ
と
を
許
さ
な
い
。
若
し

も
財
産
の

一
方
的
蓄
積
が
漕
滅
す
る
な
ら
ば
人
類
の
勢
働
の
大
部
分
は
不
必
要
と
な
り
、
残
徐
は
肚
會
の
働
き
得
べ
き
全
員
に
公

2)

4)
6)

Godwin,p.31

GOdwin,P.30

G。dwin,PP.iS7ff・

1)

3)

5)

7)

Godwin,p。18

Godwin,PP.3翼,33,787ff.

G◎dwin,p.79

Godin,PP。80ff.



築

に
分
割

さ
れ
、
何

人

に
封

し

て
も
苦
痛

と
な
ら
な

い
で
あ

ら
う
.、.萬

人
質
素
な

が
ら
健

全
な
る
食
物
を
揖
り

、
何
人
も
過
剰
な

り

肉
饅
的
疲
勢
を
感
す
る
こ
と
な
く
、
友
愛
的
感
情
の
渦
養
と
知
識
の
進
歩
と
を
は
か
り
得
る
閑
暇
を
持
つ
で
あ
ら
う
。
又
今
日
の

ロ

ハ

財
産
制
度
と
離
す
べ
か
ら
ざ
る
關
係
を
な
す
罪
悪
は
消
滅
し
、
知
識
の
進
歩
は
極
め
て
迅
速
と
な
る
で
あ
ら
う
。
ゴ
ッ
ド
ウ
イ

ン

は
其
未
來
肚
會
の
構
造
を
詳
し
く
設
い
て
は
ゐ
な
い
が
、
な
抵
個
人
を
拘
束
す
る
協
同
的
或
は
共
産
的
生
活
を
排
斥
し
、
婚
姻
を

み

非

と
し
、
個
性

の
最
善

の
焚
達
を

は
か
る
獅
立
な
る

個
人

の
集
合
を

理
想

と
す
る
や
う
で
あ
る
。

か

ム
る
挙
等
肚
會
が
人

ロ
の
過

剰

に
ょ

つ
て
破
壌

さ
れ

る
と

の
反
封
論

(
こ
れ

マ
ル
サ

ス
の
論
鮎

と
も
な

つ
た
も

の
で
あ
る

が
)

に
封
し

て
も
彼
は
樂
観
的
見
解

ゆ

を
持
す
る
。
す
な
は
ち
彼
は

ウ
ナ

レ
ー

ス

つ
く
9
昌
潜
8
)
の
著
書

に
あ
ら
は
さ
る

ム
此
危
催

に
封
し

て
次

の
如
く
答

へ
る
。

『
地
球

の
佳
み
得

べ
き
部
分

の
四
分
の
三
は
な
ほ
未
開
墾

の
ま

曳
に
あ
る
。
既
墾

の
部
分
も
測
り

知
ウ
得

ら
れ

ぬ
程

の
改
良

の
飴

地

が
あ
る
。
人

ロ
増
加
を

つ
づ
く
る

こ
と
幾
百
萬
年

(ヨ
買
討
詠

o
蟻
o
窒
ε
凶
ま
り)

に
し
て
猫
恐

ら
く
地
球
は
其

住
民
を
養

ふ
に
足

噂

の

づ

る

で
あ
ら
う
』

而

て
彼
は
な

ほ
假

に
か

」
る
人

口
過
剰

が
稜
生
し
た
る
時

に
は
適
當
な
る
封
策

が
考

へ
ら
る

、
で
あ

ら
う

と
し
、
若
し

こ

玉
に

想
像
を
逞

う
す
る
な

ら
ば
、
精
棘

が
物
質

を
支
配
す
る
傾
向

の
極
ま

る
所
、
絡

に
は
人
間

が
不

死

(ゆ日
目
。
詳
と

に
な
ら
ぬ
と
も

限

ら
な

い
。
淘
冶
さ
れ
た
る
道
徳
的
精
紳

は
官
能

の
享

樂

に
無
關
心
と
な
り
、
從

て
人

口
の
増
加
も

こ
れ

以
上

の
膨
脹

が
最

早
許

さ

れ
ざ
る
時

に
至
ら
ぎ
れ

ば
、
自

互
行
は
れ
す

、
全
人

ロ
は
不

死
の
成
人
よ
り
構
成
さ

る

玉

一
肚
會

が

こ

ム
に
現
出
す
る

に
至
る

で

の

あ

ら

う

。

マ
ル
サ

ス
劉

ゴ
,
ド

ウ
ィ
y
の
入

口
論

争

ニ
ニ
三

1)

3)

4)

5)

Godin,p.806

Godwin,PP。840ff.

VariousHospectSofMankind

()odwin,P986二

2)Godwi馬PP。807ff.

NatureaロdProVidencq1761

6)Godwh1,pp.861ff。



一
ご

一
四

X

×

X

×

ゴ
ッ
ド
ウ
イ

ン
は
古
き
形
而
上
學
を

攻
撃

し
た

が
、
右
述

に
よ

つ
て
判

ぜ
ら
る

曳
如

く
彼
自

ら
は
最
も
大
謄
な

る
形
而
上
學
者

め

に
匹
敵
す
る
程
の
経
験
を
超
越
し
た
る
絶
封
的
教
義
の
建
設
に
傾
い
た
と
云

へ
る
。
彼
に
於
て
感
情
と
感
畳
は
極
度
に
踊
謄
し
萬

わ

能

の
理
性
が
其
上

に
君
臨

し
た
。

『
彼
は
道
徳

の
標
準
を

人
類

の
達
し
得
ざ
る
高
所

に
ま

で
引

き
上
げ
た
』

同
時
代
人

コ
ン
ド

ル

セ
i

(O
。
乱

。
3
&

と
共

に
、
暴

力
と
悪

虐

の
跳
梁
す
る
革
命

時
代

に
棲
息

し

つ

玉
常

に
喩
は
ら
ざ

る
夢
想
家

と
し
て
絡

始
し
た

事

は

一
つ
の
不
思
議

で
あ
る
。

右

の
簡

輩
な

る
叙
述

に
よ

つ
て
私
は
ゴ
ッ
ド
ウ

イ

ン
の
呼
吸
し
た

る
思
想

の
世
界
を
素
描

し
得
た
と
信

ず
る
。

マ
ル
サ

ス
封

ゴ

ッ
ド
ウ
ィ

ン
の
論
争
は
二

つ
の
異
な
る
頭

謄

の
争

で
あ
り
、
二

つ
の
異

な
る
世
界

の
背

反
で
あ

る
。

ゴ
ッ
ド
ウ
イ

ン
の
棲
む

世
界

の
雰
園
氣
を
味

ひ
得

て
、
維

験
尊
重
の
常
識
家
、
功
利
主
義
者

、

マ
ル
サ

ス
に
樹

す
る
時
、
爾
人

の
確
執
、
不

一
致
は
自
ら
な
る

結
果

と
し
て
理
解
さ
れ
る
。

罠

マ
ル
サ
ス
の
ゴ

ッ
ド
ウ
ィ
ン
批
判

マ
ル
サ

ス
は
先
づ
ゴ
ッ
ド
ウ
ィ

ン
の
考
究

が
健
全
な
る
哲
學

の
要
求
す
る
と
思
は
る

玉
用
意
を

以
て
進
ん
で
ゐ
な

い
こ
と
を
資

め
る
。
彼

の
結
論

は
屡

々
彼
の
前
提

に
よ

つ
て
許
さ
れ

て
ゐ
な

い
。
彼
は
叉
彼
自

ら

の
提
出

せ
る
反
樹
論
を

斥
く
る

に
成
功

し

て

の

ゐ
な

い
。
彼
は
適

用
を
許

さ
ざ
る

一
般
的
抽
象

的
命
題

に
た
よ
り
過
ぎ

て
ゐ
る
。

1)

2)

3)
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め

ゴ
ッ
ド
ウ
イ

ン
の

『
平
等

の
組

織
は
、
疑

ひ
な
く
、
未
だ
曾

て
見

ざ
る
最
も
麗

は
し
き

叉
最
も
魅

惑
的
な
も

ラ

ラ

ゆ
ロ

き

の

で
あ

る
』

『
此

美

は

し

き

全
構

造

(ω齢『錫
∩沁
昌
同
O)
を

眺

む

る

に
當

つ

て
喜

悦

と
嘆

賞

の
感

と
、

こ

れ

が
完

成

の

の

曉
を
待

つ
謄
望

の
情
と
を
禁
す

る
こ
と
が
出
來
な

い
』
併
し
此
完
成

の
曉

は
不
幸

に
し

て
到
來

せ
ざ
る
も

の
で

あ
る
。
吾

人
が
現
實

の
生
活

に
直
面
し
地
上

に
於
け
る
人
類

の
眞

の
位
置
を
考

ふ
る
時
、
此
幸
幅
と
不
死

の
華

麗
な
る
宮
殿
は
、
此
眞

理
と
徳

の
崇

嚴
な
る
殿
堂

は
、

恰
も
砂
上

の
棲
閣

の
如
く
消
散
す
る
。

マ
ル
サ

ス
に
よ

れ
ば

ゴ
ッ
ド
ウ
イ

ン
の
重
大
誤
謬
は
文
明
敢
會

に
見
ら
る

」

一
切

の
罪
悪

と
困
窮
と
を
人
爲
的
制
度

に
蹄
す
る

所

に
あ
る
。
若
し

ゴ
ッ
ド
ウ

イ

ン
の
云

ふ
所

が
眞
實

で
あ

る
な

ら
ば
、

一
切

の
害
悪
を
世
上
よ
り

騙
逐
す
る
こ

の

と
も
望

み
な

い
こ
と
で
は
な

か
ら
う
。

『
併

し
貫
實
は
悠
う

で
あ
る
。

人
爲
的
制
度

は
人
類

に
封
す

る
多
く

の

の

害
悪

の
明
白
な
顯
著
な
る
原
因
な
る

の
観
は
あ

る
、
だ
が

こ
れ
等

は
、
人
間
生
活

の
源

泉
を
腐
敗

せ
し
め
、
そ

の
全

流
を
混
濁
せ
し
む

る
根
抵
深
き
不
純

の
原
因
と
比
較
す

れ
ば
、
表
面

に
浮

ぶ
軍
な
る
朋
毛
に
過
ぎ
な

い
の

笥

で
あ
る
。』

・

ゴ
ツ
ド
ウ
ィ

ン
は
云

ふ

『
墜
迫

の
精
淋
、
卑
屈
な
精
紳

、
虚

儒

の
精
紳
等
、
此
等

の
も

の
は
、
確
定
的
な
財

産
制
度

の
直
接

の
生
成
物

で
あ
る
。
何
れ
も
皆
智
的
及
び
道

徳
的

に
有
害
な
る

こ
と
は
同
じ
で
あ

る
。
そ

の
他

の
、
嫉
妬
、
悪

意
、
復
讐
等

の
罪
悪
は
、
ま
た
之
が
離
す

べ
か
ら
ざ
る
相

俘
物

で
あ
る
。
然

る
に
人

々
皆
富
裕

の
中

に
生
活
し
、
凡

て

の
者
等
し
く
自
然

の
恩
惑
を
享
樂
す

る
肚
會
歌
態

に
於

て
は
、

か
く

の
如

き
感
情
は
當

ゆ

マ
ル
サ

ス
謝

ゴ
ヅ
ド
ウ
ィ
y
の
人
口
論
争

榊
=
一
五

1)第 二版 以下 の版1:て は 『疑 ひな く』がll・一見 して 』onafiτstviewと 改h

られ すこ0

2)Essay,=st.ed・,P.】 【74;7th.ed・,P・272

3)第 二 版 以 下 に て にstructUreがpictureと 改 め らろ0

4)Essay,ssLed.,P.175;7th.ed。,P.272

5)第 四 版 以後 は 人類(Mankind)の 代 りに1辻會(Society)と あ る0
6)第 四 版 以 後1ミ 『叉現 に屡 そ うで あ ろ』``andindeedoftenare,,と 附 言 さるo

(4th.ed.,P.vo1.II.P.24)

7)1.ed.,P.177;第 二 版 及第 四 版 に於 て此 交 句 に速 次 墜 化 され7:0第 七 版 に

て に 『實 は これ を 自然 の法 則 と 入類 の 清慾 工り結 果 す る根 抵 深 き害 悪 の原

因 と比 較 す れlr、 鰹 微i:し て 外 面 的 の原 因 れ るに過 ぎ な い 』 とあ ろo

(7th.ed・,P。272)



ニ
ニ
六

然

に
霧
散
す
る

で
あ

ら
う
…
…
狭
量
な
我
利
主
義
は
消
滅
す

る
で
あ
ら
う
。
』
…
…
何

人
も
自
己
の
財
物
を
防
衛
す

る

の

必

要

な

く
、
利

己
心
は
跡
を
断
ち
、
全
髄

の
利

釜
を

眼
中

に
置
く

に
至

る
で
あ

ら
う

と
。

ー

併

し

マ
ル
サ

ス
を
し

て
云
は
し
む
れ
ば
此

描
篇
は
幸
幅
な
る
至
上
郷
た
る
に
異
論
は
な
い
が
畢
寛
軍
な
る
室
想
で
あ
つ
て
毫
も
事
實
に
近
き
何
物
を
も
有
し
な
い
。

『
人
類

は
富
裕
の
中
に
佳
む
こ
と
は
出
來
な
い
。
凡
て
の
者
が
等
し
く
自
然
の
恩
恵
を
享
樂
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
若
し
も
何
等
確
定

的
の
財
産
制
度
が
な
か
つ
た
な
ら
ば
、
各
人
は
腕
力
を
以
て
共
僅
少
の
所
藏
物
を
保
護
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ら
う
。
我
利
主
義

め

が
勝
を
制
す
る

で
あ
ら
う
。

ゴ
ッ
ド
ウ
イ

ン
は
人

口
過
剰

に
よ
る
困
難
を
遠
き
將
來

の
事

と
し
、
未
開
墾

の
土
地
が
全
地
球

の
四

分

の
三
な

る
こ
と
を
指
摘
す
る
、
併

し
地
球

が
絶
封
的

に
生
産

し
得

な
く
な
る
ま

で
に
過
剰

人

ロ
に
よ
り
何
等

の
困
難

が
起

こ
ら

わ

な

い
と
考

へ
る

の
は
誤
謬

で
あ
る
。
」

併
し
今

ゴ
ッ
ド
ウ
ィ

ン
の
美
し
き
平
等
就
會

が
實
現
し
た
り
と

せ
よ
。
凡

て
の
條

件

が
人

ロ
の
増
加
を
助
長
す
る

で
あ

ら
う
。

す

な

は
ち
職
孚

も
な
く
不
健
康
な
職
業

も
な

く
、
不
健
全
な
大
都
市

へ
の
集
合
も
な
く
、
否
、
大
都
市
そ
れ
自
身
す

ら
な
く
、
佳

民

の
大
部
分

は
散
在
的

に
存
在
す
る
帽

清
潔

な
家

に
佳
む
。
人

々
は
皆
卒
等

で
あ

つ
て
贅
澤

の
爲

の
勢
働
は
や
ま
り
、
必
要
な
る

農
業
勢
働

は
全
員

に
公
平

に
分
指
さ
れ
る
。
そ
し
て
此
産

物
は
慾
望

に
懸

じ
て
肚
會

の
全
員

に
偏
破
な
く
分
配
さ
れ
る
。
性

の
關

係
も
自
由

の
原

理
に
立

て
ら
れ
、
生
れ
た
子
供

に
は
食
料

と
扶
助
が
自
然

に
、
そ

の
豊
富
な
所
か
ら
其
不
足

せ
る
所

へ
と
供
給

さ

れ
る
。
か
く

の
如
き
人

口
増
加
を
奨
働
す
る
條

件
と
、
人

ロ
減
少

の

一
切

の
原
因

の
除
去

に
よ

つ
て
、
人

口
は
未
だ
如
何
な
る
敵

の

會
に
も
見
ら
れ
な
い
速
さ
を
以
て
増
加
す
べ
き
こ
と
必
然
で
あ
る
。
亜
米
利
加
の
後
部
植
民
地
の
佳
民
は
十
五
年
に
し
て
二
倍
す

1)

2)

3)

Essay,1st.ed。,P・179;7th・edりP・273

Essay,=st.ed.,P。180;7th.ed・,273

Essay,1sLed.,pp.18=-185;7止.ed.,p.274.



る
と
云
ふ
。
然
ら
ば
此
理
想
郷
に
於
て
人
口
が
十
五
年
間
に
二
倍
し
な
い
も
の
と
考

へ
る
こ
と
な
出
來
な
い
が
、
今
假
に
譲
歩
し

て
二
十
五
年
間
に
二
倍
す
る
も
の
と
し
て
考

へ
て
見
る
。
假
定
に
よ
る
財
産
の
干
等
化
と
農
本
主
義
と
は
生
産
物
を
著
し
く
増
加

す
る
の
傾
向
あ
る
は
疑
な
い
。
併
し
些
少
な
り
土
地
の
性
質
を
知
る
者
は
此
産
額
が
二
十
五
年
間
に
現
在
の
二
倍
に
な
る
も
の
と

わ

考

へ
る

こ
と
は
出
來

な

い
で
あ

ら
う
。
併

し
今

こ
れ
を
可
能
な
り

と
し
、
二
十
五
年

の
後

二
倍
し
た
人

口
千

四
百
萬
人
を
養

ひ
得

た
り

と
假
定

せ
よ
。
次

の
二
十
五
年
間

に
於

て
は
増
加

せ
る
人

口
を
養

ひ
得

べ
き
食
物
を
何
庭

に
見
出

し
得
る
で
あ
ら
う
。
土
地

に
關

し
て
少
し

で
も
知
識
を
有
す

る
者

は
此

二
十
五
年
間

に
最
初

の
二
十
五
年
間

に
於
け

る
と
同

一
額

の
産
物
増
加

が
行

は
れ
得

な

い
こ
と
を
承
知
す
る
で
あ
ら
う
。
併

し
こ

の
あ
り
得

べ
か
ら
ざ
る
増
加

が
現

に
行

は
れ

た
り

と
假

定
せ
よ
。
此
假
定
を
以

て
し

て
も
、
第

二

の
二
十
五
年

の
後

に
は

七
百
高
人

の
人
が
食
物
を
得
な

い
で
あ

ら
う
。
二
千
百
萬

人
を

や

つ
と
支

へ
る

に
足
る
食

物

が
二
千
八

百
萬
人
た

分
割

さ
れ
ね
ば
な

ら
な

い
で
あ

ら
う
。
果

し

て
然

ら
ば
、
富

裕
に
し
て
安
樂
な
る

ゴ
ッ
ド
ウ
イ

ン
の
肚
會

は

ど

う
な
る

で
あ
ら
う
。

『
此
美

は
し
き
塞
想

の
構
造

は
峻
嚴
な
眞
理

の

一
燭

に
よ

ウ
て
消
散
す
る
。
富
裕

に
よ
つ
て
養

は
れ
強
め

ら
れ
た
博
愛

の
精

神
は
冷

い
訣
乏

の
氣

息

に
よ

つ
て
抑

へ
ら
れ
る
。

一
た
び
波

し
た
る
呪
は
し
き
感
情
は
再

び
其
姿
を

現
は
し

て

恥

來

る
』

ゴ
ッ
ド
ウ
イ

ン
が
悪

の
根
源

と
す
る
人
爲
的
制
度

な
く
、
公
私

の
利

釜
に
は
何
等

の
衝
突
な
く

、
何
等

の
利
釜

の
聾
断
な

く
、
不

正
な
法
律

に
憤
激

し
て
秩
序
を

犯

す

者

も

な

く
、
萬
人

の
胸

に
は
博
愛

の
心

が
支
配
し
た
此
就
會

に
、
五
十
年

の
短
期

間

に
假

に
暴
力

と
壌
迫

と
盧
偽

と
困
窮
と

一
切

の
厭

ふ
べ
き
罪
悪
と

一
切

の
窮
迫

と
が
、
最

も
嚴
粛
な
事
情

に
よ
り
、
人
間

の

一

切

の
規
定
と
全
く
離
れ
た
る
人
問
本
性

に
内
在
す

る
法
則

に
よ
り
、
醸

成
さ
れ

て
來

た
わ
け
で
あ
観
。
人
爲

的
制
度
は
自
然

の
法

マ
ル
サ
ス
謝
ゴ
,
ド
ウ
4
y
の
入
口
論
争

ニ
ニ
七

1)第 二 版 にに 此 鍛 字 に二 千 二 百 萬 と訂 正 され ろo從 て以 下 の 計算 の歎 字 も相

慮 して 改 め らろo第 六 版 に至 つ て 、『千 百 萬 人 工 り二 干 二百 萬 』に噌 加ttる

入 口 と改 め られ 、1800年 の調 査S:よ う歎 字 な る こ とが脚 註 さる。

2)]Essay,Ist.ed.,PP.185-一 ・lgo;7th.ed.,PP.273--276

3)Essay,rsLed.,P.Igr;7th.ed,,P.276



二
二
八

則
の
必
然
に
し
て
避
く
べ
か
ら
ざ
る
結
果
た
る
困
窮
を
加
重
す
る
所
か
寧
ろ
著
し
く
減
す
る
ー

こ
れ
を
除
き
去
る
こ
と
は
出
來

め

な

い
が
ー

傾
向

を
も

つ
た
も

の
で
は
な
か
ら
う
か
。

兎

に
角
も
事
態

の
緊
急

は
共

同
の
安
全

の
爲

に
或
直
接
な
方
策
を
必
要
と
す
る
。
訣
乏
を

歎
す

る
人

々
の
藪

は
之
を
満
足

し
得

る

人

々
の
鍛

と
資
力

と
を
遙

に
超
過
す
る
事
が
明
と
な
り
、
又
緊
要
な
慾
望

が
國
家

の
生
産

歌
態

よ
り

し
て
到
底
全
部

の
満

足
を

得
ざ
る
が
爲

に
、

正
義

の
侵
害

が
盛

に
行

は
れ
、
此
侵
害

が
本
と
な

つ
て
既

に
食
物

の
増
加

が
妨
げ
ら
れ
た
る

こ
と
、
若

し
之
を

何
等
か

の
方
法

で
阻
止
す
る

に
あ
ら
ざ
れ
ば
就
會

を
學
げ

て
混
齪

に
陥
ら
し
む
る

こ
と
が
わ

か
つ
て
來

る
で
あ

ら
う
。
毎
年

の
生

産
物
増
加

だ
け
は
如

何
な
る
代
償
を

彿

つ
て
も
圖
ら
ね
ば
な
ら
な

い
爲

に
、
此
第

一
の
大
目
的
を
蓮
す
る
が
爲

に
は
、
土
地
を
よ

り

以
上

に
細
分
す

る
こ
と
が
適
切
と
見
ら
れ
、
各
人

の
財

産
を
有
力
な
法
令
を
以

て
保
護
す

る
こ
と
が
機
宜

に
適
す
る
と
思
は
れ

て
來
る

で
あ
ら
う
。
而

し
て
土
地

の
豊
度

が
増
加

し
、

叉
色

々
の
出
來
事

の
結
果

と
し

て
或
者

の
土
地

が
自

己
の
慾
望
以
上

の
産

額
を
基
げ
る

こ
と

玉
な
れ
ば
、
他
方

に
於

て
不
足

せ
る
人

々
は
、
此
者

の
爲

に
勢
働

を
提

倹
す
る
結
果

と
な
る

で
あ

ら
う
。
か
く

し
て
、
今

日

の
丈
明
國

に
行
は
る

玉
も

の
と
大
差
な
き
財
産
制
度

が
肚
會
を
脅
す
害
悪

の
最

善

(
不
十
分
な
り

と
雄
)
救
濟
策

と

し

て
樹
立
さ
る

玉
に
至

る
こ
と
、
十
分
豫
想
さ
れ
得
る
所

で
あ
る
。
次

に
叉
男
女

の
關
係

に
就

て
も
自
然

に
同
檬

の
攣
化
が
起

つ

て
來

る
。
食
物

の
増
加
は
到
底

人

口
の
増
加
と
歩
調

を
共

に
し
得
ざ
る
が
爲

に
、
或

人

口
抑
制

の
方
法

が
必
要

で
あ
る
こ
と

が
わ

か

つ
て
來
る
。
而

し
て
最
も
自
然

的

に
し
て
明
白

な
る
妨
げ
は
、
各
人
を
し

て
自

己

の
子
供

の
養
育
に
當
ら
し
む
る
事

で
あ
る

と

思

は
れ

て
來
る

。
此
事

が
或
勲

に
於

て
人

ロ
増
加

に
於
け
る
、
目
安

と
な
り

、
指
針
と
な
り

、
も
し
養
育

し
得

ざ
る
子
供
を
生

み
た

1)Essay,Ist.ed.,P・Ig4・;7th・ed・,P・277



る
時
は
、
當
然

に
之

に
よ

つ
て
生
す

る
不
名
馨
と
難

澁
と
を
自

ら
員
捲
す
る
事
が
、
他
人

の
見

せ
し
め

と
し

て
必
要
で
あ
る

と
思

ば
れ

て
來

る
。

『
婚

姻

の
制
度
、
或
は
少
な
く
と
も
各

人
に
自

己
の
子
供
を
支
持
す

べ
き
明
白

の
、
或

は
暗

獣

の
義
務
を
課
す
る

め

制
度

が
、
吾
人

の
想
像

し
た
る

が
如
き
困
難

の
下
に
あ
る
肚
會

に
於

て
、
此
種

の
推
論

の
自
然

的
結

果
で
あ
る

と
思
は
れ

る
。』

肚
會

の
二
大
法
則

た
る
財
産

の
保
護

と
婚
姻

の
制
度

が

一
且
樹
立
さ
れ
た
る
時

は
、條

件

の
不
卒
等

は
必
然

に
随
伴
し

て
來

る
。

『
財
産

の
分
割

が
行
は
れ
た
る
後

に
出
生

し
た
る
人

々
は
、
既

に
所
有

さ
れ
た
る
世
界

に
生
れ
來
た

つ
た
事

に
な
る

で
あ
ら
う
。

若

し
も
彼
等
の
親

が
、
家
族

の
人
員

の
多
過
ぎ
た
ろ
爲

に
、
彼
等
を

支
持
す

る
に
十
分

の
食

料
を
與

へ
得
な

い
と
す
れ
ば
、

一
切

の
も

の
皆
分
有

さ
れ
た
る
此
世
界

に
於

て
彼
等
は
果
た
し
て
何
事
を
爲
し
得
る

で
あ

ら
う
…
…
彼
等
は
大

い
な
る
人
生

の
賭

博

に

白

籔
を
引

い
た
薄
蓮
者

で
あ
る
…
…
食
物

の
訣

乏
を
感
す
る
凡

て
の
者

は
、
必
要
上
、
榮
働
を
提
供

し
て
、
之

と
引
換

に
生
存

の

爲

に
絶
封

的
に
必
要
な
る

此
品
物
を
獲
得
し
な
け
れ

ば
な

ら
な

い
で
あ
ら
う
」

土
地
所
有
者

が
、
自

己

の
消
費

以
上

に
有

す
る
所

の
食
物

の
絡
盟

が
、
勢
働

支
持

の
爲

に
備

へ
ら
る

玉
基
金

で
あ
る
。
此
基
金

に
封
す

る
需
要
が
大

な
る
時
は

、
勢

ひ
其
各
分

配
額

は
少
と
な
る
。
勢
働
者

の
報
酬
は
少
な
く
な
り
、
彼
等
は
軍
な
る
生
存

の
爲

に
螢
働
を
提

供
す
る
こ
と

玉
な
り

、
家
族
を
養

ふ
こ

と
は
疾
病

と
困
窮

と
に
よ

つ
て
妨
げ
ら
れ
る
。
現
在
知
ら
る

玉
凡

て
の
國

に
於
け
る
下
暦
民
間

の
幸

輻
叉
は
困

窮
の
度
合

は
、
主

と

し
て
此
基

金

の
歌

況

に
か

玉
る
も

の
で
あ
る
。
而

し
て
人

口
の
増
加
、
静

止
叉
は
減

少
は
、
主

と
し

て
此
宰

輻
或

は
困
窮

の
度

わ

合
に

か

玉
る

の
で

あ

る
。

.

マ
ル

サ

ス
は

右

の
如

く

読

き
來

つ
て

、
博

愛

を
動

因

と

す

る
最

も

美

は

し

き

肚

會

が
遜

く

べ
か

ら
ざ

る

自
然

の
法

則

に

よ
り

、
・

マ
ル
サ
ス
尉

ゴ
ジ
ド
ウ
4
y
の
人
口
論
孚
ー

ニ
ニ
九

1)]Essay,Ist.,PP.Ig5-200;7th.ed.,P.277--8

2)Essay,rst.ed,,PP.203-6;7th,ed.,PP.279-80
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「

3

、
-

ご

三

〇

今

貯
と
大
差
な
き
敢
會
、
す
な
は
ち
有
産
者

と
勢
働
者

の
階
級

に
分
た
れ
、
利

己
心
を

以
て
其

大
機
構

の
主
動
力

と
す
る
肚
會

に

　堕
落
し
,去

ら
ざ
る
を
得
な

い
こ
と
を
示
し
得
た
と
す

る
。

・
マ
ル
サ
ス
は

ゴ
ッ
ド
ウ

イ

ン
の
就
會

が
假

に
實

現
し
た
と
し
て
も
、

人

ロ
法
則

の
結
果
と
し

て
そ
の
必
然
的

に
崩

壊
す

べ
き

こ

と
を
論

じ
た

の
で
あ
る
が
、

ゴ
ッ
ド
ウ
イ

ン
の
肚
會

は
理
性

の
萬
能
を
前
提

と
す

る
も

の
な
る

が
故

に
、
そ

の
存
績

も
亦

理
性

の

力

に
よ

つ
て
保
障

さ
る

べ
し

と
云
ふ
の
が

ゴ
ッ
ド
ウ
イ

ン
の
考

へ
で
な

け
れ
ば
な

ら
な

い
。
故

に

マ
ル

サ
ス
が

ゴ
ッ
ド
ウ

イ

ン
の

肚
會

を
假
定
し
な

が
ら
、
そ
れ

が
理
性
力

の
微

力
を
意
味
す
る
人

口
法
則

に
よ
り
崩
壌
す
る

で
あ

ら
う
と
読

け
る
こ
と
は
論

理
的

行
論

と
し
て
は
間
然
す
る
所
あ
り

と
云
は
ね
ば
な
ら
な

い
。
兎

に
角

マ
ル
サ

ス
の
ゴ
ッ
ド
ウ
イ

ン
批
判
は
更

に
深
く
人
性
そ
れ
自

身

の
見
解

に
向

け
ら
れ

ね
ば
な

ら
な

い
。

マ
ル
サ
ス
は
人

口
論
第

一
版

に
於

て

ゴ
ッ
ド
ウ
ィ

ン
に
樹
す
る
、
此
鮎

に
於
け
る
見
解

の
相
違
を
雄
辮

に
読

い
て
ゐ
る
。
第
二
版
以
後

に
於

て
は
若

干
の
丈
章

を
淺
し
て
そ

の
大
部
分

が
削
除
さ
れ
た
、

こ
れ
第

二
版

の

序

文

に
彼
が
表
明

せ
る

が
如
く
、
理
想
肚
會

の
批
評
よ
り
も
、
人
口
法
則

の
本
質

、
過
去
及
現
在

に
於
け
る
共
作

用
と
影
響

の
研

究

に
重
鮎
を
置

い
た
か
ら

で
あ
る
。

一
面

に
於

て
こ
の
事
は

ゴ
ッ
ド
ウ
ィ

ン
、

コ
ン
ド
ル

セ
ー
等

の
論
者

に
封
す

る
自
己

の
勝
利

が
第

一
版

に
於
て
大
盟
確
立

し
た
る

こ
と
を
信

じ
た

一
誰

と
も
見
ら
れ

る
。

併
し
兎

に
角
も
我

々
は

ゴ
ッ
ド
ウ
イ

ン
封

マ
ル
サ

ス
の
論
争

の
理
解

の
爲

に
此
瓢

に
於
け
る

マ
ル
サ

ス
の
所
論

を
聞

か
ね
ば
な

ら

な

い
。

マ
ル
サ

ス
は
ニ

ツ
の
公
準
を
出
焚
鮎

と
し
た
。
そ

の

一
は
食
物
は
人
類

の
生
存

に
必
須
な
り

と
云
ふ

こ

と

で

あ

り
、

そ

の
二



・は
、
性
慾

(匹
。
冨
鼠
o
昌
げ
。
コ
需
9

島
。
ψ。
蓉
い)
は
必
然

に
し

て
且

つ
殆
ど
現
在

の
歌
態

の
ま

Σ
攣
化
な
し
と
鼓
ふ
こ
と
で
あ
る
。

然
る

に

マ
ル
サ
ス
は
此
第

二
公
準
た

封
し

て

ゴ
ッ
ド
ウ
ィ

ン
が
異
論
を
有
す
る

こ
と
を
知

つ
た
o
蓋
し

ゴ
ッ
ド
ウ
ィ

ン
は
性

慾
は

絡

に
消
滅
す

る
と
考

へ
た
か

ら
で
あ
る
。
故

に

マ
ル
サ

ス
の
仕
事
は
此
反
封
論
を
駁
す
る

こ
と
で
あ

ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

マ
ル
サ
ス
は
先

づ
ゴ
ッ
ド
ウ

イ

ン
の
主
張
す
る
が
如
き
性
慾

の
消
滅

に
至
る
何
等

の
形
跡

な
き
こ
と
を
指
摘
す
る
◎

『
世
界
あ

つ
て
以
來

五
千
年
或
は
六
千

年

の
間

に
性

慾

の
消
滅

に
至
る
何
等

の
動
き
も
な
か

つ
た
』

で
は
な

い
か
。
若

し
人
類

は
経

に
駄
鳥

と
化
す

べ
し
と
主
張
す
る
な

ら
ば

、
そ

の
立
論

の
誰
擦

と
し

て
人
類

の
頸
は
漸
次
延
長
し

つ

玉
あ

る
こ
と
、
そ

の
口
頭
は
釜

々
硬

化

し
且

つ
隆
起
し

つ

瓦
あ
る

こ
と
、
其

足
部
は
又
日

々
攣
形
し

つ

、
あ

る
こ
と
、
全
身

の
毛
は
徐

々
に
弼
毛

と
化
し

つ

、
あ
る
こ

と
を

示
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
同

様
に
性

慾

の
消
滅
を
豫
想
す

る
者

は
性
慾

が
漸
次
消
滅

に
近
づ
き

つ

玉
あ
る
こ
と
を

示
さ
ね
ば
な
ら

め

ぬ
。
然
る

に
性
慾
は
二
千
年

、
四
千
年

前
と
同
様

の
張
度
を
以

て
現
存
す

る
で
は
な

い
か
。

加
之
性
慾

は
卑
し
む

べ
き
も

の
で
は
な

い
、
そ

の
惑
溺

の
排
す

べ
き

こ
と
は
凡

て
の
亨
樂

に
於

て
同
様
で
あ

つ
て
、
『
官
能
的
、

智
的

の
如
何
な
る
亨
樂

の
追

求
に
於

て
も

、
我

々
を
し

て
結

果
を
考

へ
し
む
る
能
力

た
る
理
性
は
適
當
な
る
矯

正
力

で
あ
り
指
導

者

で
あ

る
。
故
に
進
ん

だ
理
性
は
常

に
官

能
的
快
樂

の
惑
溺

を
抑

へ
る
傾

が
あ
る

で
あ
ら
う
こ
と
は
老

へ
得
る

が
、
理
性

が
此
快

樂
を
絶
滅
す
る
で
あ
ら
う
と
云

ふ
結
論

に
は
な

ら
ぬ
。
』

偉
大

な
る
智
的
活
動
は
人
間

に
封
す
る
性
慾

の
支
配
力
を
減
す
る

と
假

定
す

る
も
、
(
反
封
を
誰

す
る
多
く

の
例

は
あ
る

が
)
、
こ
れ
が
人

口
に
影
響
す
る
程

に
達
す
る
爲

に
は
、
人
類

の
大

多
数

が
現
在

の

最
も

優
秀
な

る
者

よ
り

も
向

上
す

る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

『
私
は
人
類

の
大
多
数

が
其
向
上

の
終

期

に
達
し
た

と
は
決
し

て
思

マ
〃
サ
ス
劉

ゴ
▼
ド
ウ
4
y
の
入
口
論
孚

二
三

一
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二
三
二

は
な

い
、
併

し
此
論
文

の
主
要
論

旨
は
、
如
何

な
る
國

に
於

て
も
下
贋
階
級

が
、
高
度

の
智
的
向
上

に
達
す
る

に
足
る
ほ
ど
、
訣

め

乏

と
螢

働
か
ら
解
放

さ
る

芝
に
至
る
こ
と

の
在
り

さ
う

に
な

い
こ
と
を

強
調
す
る

に
傾

い
て
ゐ
る
。
』

ラ

　

右

の
如
き

マ
ル
サ

ス
の
論
旨

に
よ

つ
て
我

々
は

一
ゴ
ッ
ド
ウ
イ

ン
の
形
而

上
的
思
索

に
封
比
す

る
経
験

の
尊
重
、

ニ

ゴ
ッ
ド
ウ

(

(

イ

ン
の
理
性

に
野
す

る
慾
情

(B
ω
ω凶8
)
の
重
硯
を
看
取
し
得
る
。
後

の
購
は
1

而

し
て
爾
人

の
争
鮎
は
結
局

こ
の
瓢

の
相

異
に

餓
す
る
ー

更

に
他

の
章

に
於

て
敷
術
さ
れ

る
。

『
ゴ
ッ
ド
ウ
イ

ン
氏
は
人
を

軍
に
智
的

の
生
物

と
し
て
見
る

こ
と

に
傾
き
過
ぎ

て
ゐ
る
。
此
誤
謬
ー

少
な
く
と
も
私
は

こ
れ
を

誤

謬
と
見
る

の
で
あ
る
が
ー

は
彼

の
全
巻
を
通
貫

し
、
彼

の

一
切

の
撹
理

に
混
入
し

て
ゐ
る
。
人

の
意
志
的

の
行
爲

は
彼
等

の

意

見

に
基

づ
く

か
も
知
れ
な

い
が
、
此
等

の
意
見

は
、
理
性

力
と
肉
艘
的
諸
傾
向
と

の
複
合

物
た

る
生
物

に
於

て
は
、
完

全
に
智

助

的

の
生
物

と
甚
だ
異

つ
た
修

正
を
受
け
る

で
あ
ら
う
』

『
凡

て
の
意
志
的
行
爲

に
は
心

の
裁
断
が
先
す
る
こ
と
は
進

ん
で
之
を
認

む
、
併

し
人

の
肉
膿
的
諸
傾
向

が
此
等

の
裁
噺

に
妨
害
力

と
し

て
甚

だ
有
力

に
作

用
し
な

い
と
云
ふ
の
は
、
本
題

に
關
し
私

が
正

読

と
思

は
ざ
る
を
得
な

い
読

と
奇
妙
に
相
反
し
、
叉
す

べ
て
の
経
験

に
明
白

に
矛
盾

し
て
ゐ
る
…
…

一
ツ
の
眞
理
は
合
理
的
生
物

と
し
て

の
或
者

の
確
信
と
な
り

得
る
か
も
知
れ

な

い
が
、
複
合
的
生
物
と
し

て
は
こ
れ

と
反
封

の
行
動
を
決
す
る

こ
と

が
あ
り
得

る
。
食
慾
、
愛
酒

、
美
女
を
得
た

い
と
云

ふ
慾

望
は
、
そ

の
結

果
が
致
命
的

で
あ

る
こ
と
は
、
そ
れ
を
行

ふ
瞬
間

に
於

て
す
ら
、

十
分
知
り
抜

い
て
ゐ
な
が
ら
、
人
を
し

て
或

行
動

に
出

で
し
む
る

こ
と
が
あ
る
。
…
…
複
合
的
生
物

の
裁
断

は
合
理
的
生
物

の
確

の

信

と
は
違

つ
て
ゐ
る
。
』

r)

2)

3)

Essay,Ist・ed.,212--8
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此
等

の
節

に
於

て

マ
ル
サ

ス
は

ゴ
ッ
ド
ウ
イ

ン
の
假

想
す
る
合
理
的
生
物

に
封

し
て
慾
情

に
よ
り
誘

惑
さ
れ
勝

ち

の
人
間
を

描

い
て
ゐ
る
。

こ
れ

は
理
智

の
み

に
よ

つ
て
行
動

し
な

い
人
間

で
あ
る
。
從

て
ゴ
ッ
新
ウ
ィ

ン
の
云
ふ
如
く
、
眞

理

の
読
法

に
よ

つ

て
容
易

に
行
動

を
改
め
得
ざ
る
人
閤

で
あ
る
。
革
命

の
方
法

と
し

て
暴
力
を
排
し
、
議
論

と
読
得
と
を
以

て
恰
好
手
段
と
し
た

ゴ

め

ッ
ド
ウ
イ

ン
に
封

し

マ
ル
サ
ス
は
遙

に
現
實
的
な
人
間
を
眺

め
て
ゐ
る
。
そ
し
て
慾
情
を
制
御
し
得
る

ゴ
ッ
ド
ウ
イ

ン
の
彊
き
生

物

に
封

し
、

マ
ル
サ

ス
は
弱
き
世
上

の
人

闇
を
直
覗
し
た
。

ゴ
ッ
ド
ウ
イ

ン
の
次

の

一
節

の
如
き
、
た
と

い
こ
れ

は
彼

の
理
想
肚

會

の
事

で
は
あ

つ
て
も
、

マ
ル

サ
ス
の
到
底
首
肯
し
得
ざ
る
所
で
あ
る
。
1

『
合
理
的

の
人
は
今

や
、
悦
樂

の
爲

に
飲
食

を
す

る

こ
と
な
く
、
飲
食

が
我

々
の
健
康

な
る
生
存

に
必
須
な
る

が
故

に
こ
れ
を
爲
す

の
み
。
合

理
的

の
人
は
叉
、
或

種

の
官

能
的
悦

樂

が
此
行
爲

に
附
随

せ
る
が
故

に
種

(¢唱
8
巨8
)
の
繁
殖
を
爲

す
こ
と
な

く
、
種

の
繁
殖
を
爲
す

こ
と

が
正
し
き
が
故

に
こ
れ
を
爲

わ

す

で
あ
ら
う
、
そ

し
て
彼
等
が
此
機
能

を
果
す
方
法
は

理
性

と
義
務

の
指
令

に
よ

つ
て
律

せ
ら
る

蕊
で
あ

ら
う
。
』

理
性

の
萬
能
を
信
す
る

ゴ
ッ
ド
ウ
イ

ン
は
亦
人
性

の
浮

化
向
上

に
つ
き
極
度

の
樂
観
論
者

で
あ
る
。

『
人

の
罪
悪

と
道
徳
的
訣

階

は
克
服

し
得

ざ
る
も

の
で
な

い
。

人
は
完
全
化

し
得
る
悉

の
で
あ

る
、
換
言
す
れ
ば
永
績

的
に
向
上
し
得
る
も

の
で
あ
る
。
」

の

ー

こ
れ

に
樹

し

て

マ
ル
サ

ス
は

云
ふ

『
人

の
罪
悪

と
道
徳

的
嵌
箔
は
大
艦

に
於

て
克

服
し
得
ざ
る
も

の
で
あ

る
`

そ
れ
は
、

人
類
の
大
部
分
は
確
定
的
に
し
て
不
易
な
る
自
然
の
法
則
に
よ
ゆ
、
慾
情
殊
に
鉄
乏
よ
ウ
生
す
る
悪
の
誘
惑
に
絶
え
す
曝
さ
れ
て

り

ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
政
治
的
或
は
肚
會
的
制
度
の
如
何
を
問
は
な
い
。
人
類
が
其
向
上
の
絡
期
に
到
達
し
た
と
は
勿
論
云

の

へ
な

い
が

《
向

上

の
限

界

が

わ

か

ち
な

い
こ

と

は
、

向

上

が

無
限

で
あ

る

と
云

ふ
こ

と

玉
同

義

で
は

な

い
。

コ

ン
ド

ル

セ
ー

に
封
,

マ
ル
サ

ス
野

ゴ
ヲ
ド
ウ
4
y
の
入
口
論
争

二
三
三

1)

2)

3)

4)

5)

P。1iticalJustice,1st.ed.,P.202

PoliticaユJust1ce,P.852
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ご
三
四

わ

し

て
も

彼
は
繰

り
返
し
此
爾
者

の
匠
別
を
読

い
て
ゐ
る
。

ゲ

・

.

.・

ゴ
ッ
ド
ウ
イ

ン
に
封
す
る

マ
ル
サ

ス
の
立
場
、
そ

の
攻
撃

の
要
黙
は
右

述

に
よ

つ
て
最
早
明
か

で
あ

ら
う
。

こ
れ
は

マ
ル
サ

ス

が
人

口
論
初
版

に
於

て
ゴ
ッ
ド
ウ
ィ

ン
に
慮
封
し
た

る
所
を
略
述
し
た

の
で
あ
る
が
、
そ

の
前
牛
は
そ

の
後

の
諸
版
を
通
じ

て
保

存

せ
ら
れ
、
削

除
さ
れ
た
る
部
分

も
彼

の
思
想

の
攣
化
を
意

味
し
た

と
解

さ
る
べ
き

理
由

は
な

い
。
ゴ
ッ
ド
ウ
イ

ン
に
封

す
る
論

　
セ

ソ

難

の
根
本
的
立
場
は
論
争
全
罷
を
通
じ

て
鍵

つ
て
は
ゐ
な

い
。

(註
)

私
に
ご
」
で
南
亮
三
耶
教
授
が
筆
者
の
蓄
曙

『
マ
〃
サ
ス
入
口
論
の
研
究
』
(昭
和
三
年
)
准
批
評
さ
れ
六
る
際

(國
民
縄
濟
雑
誌
第
四
六
麿

第

五
號
)

の

一
見
解

に
蜀
し
簡

単

に
答

へ
電

い
わ

け
に
行

か
な

い
。
-
1

教

授
は

曰
く

『
理
性

の
完
全

化
を

中
心
と
し

て
の

ゴ

ッ
ド
ウ

ィ

y

謝

マ
ル
サ

ス
の
論
争
に

『
入
口
論
第

一
版
な

も

つ
て
終

つ
☆
筈

で
あ

る
。
即

ち
道
徳
的

批
列
な
認

む
る

に
.至

つ
れ

そ
の
第

二
版

に
於

て
に

、

も
に

や
理
性
の
完

全
化
は
主
問
題

と
電

ら
ず

、
否
な
或

る
意

味

に
於

て

マ
ル
サ

ス
に

ゴ

ッ
ド
ウ

ィ

y
翫

の
信

奉
者
と
な

つ
た
と
さ

へ
云

ひ
得

よ
う
o
然

し
注
意
す

べ
塾

こ
と

に
に

、
こ
れ

と
同

時

に
、

ゴ
ヅ
ド
ウ

ィ

ン
の
卒
等
杜
會

論

に
劉
す

る

マ
ル
サ

ス
の
論

駁
は
第

一
版

に
於

け

る

と
は
全
く
異
な
れ

ろ
論
擦

工
り

行
に

る

」
に
至

つ
六
。
即

ち

マ
ル
サ

ス
に
、
彼

れ
以
前

に

ロ
パ
ー
ト

・
ウ
ォ
レ
ス
及

び
ジ

ョ
セ
フ

・
タ
ウ

y
セ

y
ド
の
既

に
試
み
☆

る
如
く

、
道
徳
的

抑
制

な

る
も
の
に

私
有
財
産
制
度

の
確

立

に
依

つ
て
初
め
て
維

持
さ
れ
得

る
も

の
な

う
が
散

に
、
季

等
共

産
主

義
的
肚
倉
組
織

は
そ
の
根
抵
な
奪

ふ
と

云
ふ
意
味

に
於

て
必
然

に
.崩
屡

ぜ
ざ
う
な
得
ず

と
論

ず

る
な
得
た

の

で
あ

つ
て
、
そ
に

夙

に
、
エ
ド

ヰ

y
・
キ
ャ
ナ

y
の
指
摘

ぜ
る
と

こ
ろ
の
如
く

そ
あ

ろ
』
と
。
同

一
趣
旨

の
窺
に
既

に
.敦

授
の
論
丈

『
共
産
肚
會

と
人

口
制
限
』
(
國

民

純
濟

雑
誌
第

四
三
巻
第

六
號

)
に
も
述

ぺ
ら

れ
て
ゐ

ろ
o
併

し
私
に

マ
ル
サ

ス
の

ゴ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
に
劉

す

ろ
批
評
の
立

場
は
南
教
授

の
云
は

る
」
が
如
き
墜

化
な
蓮
ず
、
、
嗣

入

の
論

争
に
結

局
入
性

に
關

す

ろ
見
解

の
相
異

に
基

い
て
ゐ

る
と
考

へ
ざ
る
な
得
な

い
。
南

教
授
に
第

二
脹

に
於

て
に
、

マ
ル
サ

ス
に

ゴ
ヅ
ド
ウ
ィ
y
論
駁

の
態
度
な

一
憂

し

て
、
道
徳
的

抑
制
な

る
も

の
は

私
有
財
産
制
度
の
確

立

に
依

つ
て
初
め
て
維

1)Essay,:st.,P。 二70

軸



持

さ
れ
得

る
と
云
ふ
論
擦

に
立

つ
に
至

つ
た

と
主

張
さ
れ

る
の

で
あ

ろ
溺
、

私
見

に
す
れ

ば
、
こ
の

マ
ル
サ

ス
の
論

擦
に
既

に
第
∴

版

に
於

て
も
存
在

し
て
ゐ

る
。
す
な

に
ち
彼
に
、

ゴ

ッ
ド
ウ

ィ

y
の
杜
倉

が
賃
現
し
☆

と
假
定
し
て
曰
く

『
私
に
全
髄
と
し

て
入
口
の
噌
加

に
こ
れ

程
有
利
な
肚
會
形
態

な
考

へ
得
な

い
。

今
H
の
制
度

の
如
く
婚
姻

が
束
線
的

な

こ
と

⇔
昌
①
ヨ
。臼
菩
げ
5
$
。・
o
h
5
霞

一茜
o
)
は

疑

ひ
な
く
多
く

の
者
な
し
て
結
婚
の
状
態
に
入
る
こ
と
な
妨
げ
て
ゐ
ろ
。
反
封
に
自
由
な
交
際
に
早
く
か
ら
男
女
を
結
線
ぜ
し
む
る
最
も
有
力
な
奨
働
と
な

る
で
あ
ら
う
、
更
に
我
々
に
子
供
の
將
來
の
養
育

に
關
す
る
心
配
に
な

い
も
の
と
假
定
し
て
ゐ
る
か
ら
、
私
に
二
十
三
歳
の
嬬
入
百
人
中
家

族
な
も
五
な

い
も
の
が

一
入
で
も
あ
る
と
に
考

へ
得
な
い
』
(瞬
・・P
o2

7

回o。ム
》
更
に
彼
に
亭
等
肚
曾

に
於

け
る
入
ロ
増
加
の
異
常
な
る
結

果
と
し
て
、
ゴ
ッ
ド
ウ
ィ

y
の
財
産
共
有
、
婦
人
共
有
の
制
度
に
漸
次
に
今
口
の
財
産
及
婚
姻
の
制
度

に
憂
化
し
行
く
ぺ
§

こ
と
を
述
べ
糞

が

(
前
述
)
此
際

に
も
彼
は

『
食
物
の
増
加
に
到
底
遙

に
巡
速
な
ろ
入
口
の
増
加
と
歩
調
な
保
六
ざ
ろ
・
℃と
、
從
て
入
口
に
劉
す
る
或
妨
げ

が
緊
念
に
要
求

ぜ
ち
る
」
こ
と
、
而
て
最
も
自
然
的

に
し
て
明
白
な
る
妨
げ
に
、
各
入
な
し
て
自
己
の
乎
供
の
養
育

に
當
ら
し
む

ろ
二
と
、

こ
れ
に
或
貼
に
於

て
入
口
増
加
に
於
け
る
目
安
と
な
・り
指
針
と
な
る
こ
と
、
而
て
養
育
の
資
料
を
見
出
し
得
ざ
る
子
供
な
生
む
こ
と
に
望
ま

れ
な

い
が
散

に
、
若
し
こ
れ
な
敢
て
し
敦
揚
合
に
に
か
」
ろ
行
爲
に
俘
ふ
不
名
春

と
難
澁
と
が
、・
か
く
し
て
自
己
及
び
罪
な
き
子
供
な
無
分

別

に
も
困
窮
に
昭
れ
れ
其
個
人
に
見
舞
ふ
こ
と
が
他
入
の
見
ぜ
し
あ
の
爲
に
必
要
で
あ
る
と
云
ふ
、
、と
』
(門
肋仲●
⑦P
噛
℃
℃
.
ぢ
Ol
騎8

い
闘
旨

o自
.㌔

N◎。)
心
云
つ
て
ゐ
る
o
す
な
に
ち
彼
に
私
有
財
産
制
度
及
び
・
、れ
と
不
可
離
の
關
係
に
あ
る
婚
姻
制
度
が
入
口
の
異
常
な
る
増
加
為
抑

へ
る
爲
に
必
要
と
な

る
こ
と
な
云
ふ
の
で
あ
る
。
道
徳
的
抑
制
と
云
ふ
言
葉
に
此
思
想
な
衷
面

に
あ
ら
に
さ
ざ
ろ
第

一
版
に
於

い
て
勿
論
彼

に
用
ひ
な

い
が
、
私
有
財
崖
制
度
が
結
婚
及
早
婚
な
抑
制
し
以
て
人
口
増
加
に
よ
る
杜
會
の
混
翫
為
防
ぐ
爲

に
必
要
な
り
と
云
ふ
論
擦
は
既

も

も

へ

も

へ

に
見
出
さ
れ
、
而
て
第

二
版

以
下

に
も
保
持
さ
れ
る
o
蓋
し

マ
ル
サ
ス
が
著
し
道
徳
的
な
る

(
即
ち
性
的
罪
悪
な
伴
に
ざ
る
)
濁
勇
生
活
に

私
有
財
産
制
度
の
上
に
於
て
の
み
行
に
れ
得

る
と
曇
ふ
の
な
ら
ば
か
」
る
議
論
に
第
・
一
版
に
見
出
さ
れ
碍
ゐ
筈
に
な

い
が
、

マ
ル
サ
ス
に
翠

に
結
婚
叉
は
早
婚
の
同
避
が
私
有
財
産
制
度
を
前
提
と
す
る
と
云
ふ
趣
旨
な
云
つ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な

い
が
散

に
、
第

一
販
に
於
て
豫
防
的
抑

マ
膨
サ
ス
封

ゴ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
の
入
口
論
曾

二
三
五



陰

・

二
三
山
ハ

制

な

認
め
糞

る
彼

が
、

右
の
如
惑
論

擦
准
以

て

ゴ

ジ
ド
ウ

ィ

y
に
迫
れ

ろ
こ
と
に
毫

も
木
思
議
で
取

い
。

第

二
版

に
於

て

ゴ
ッ
ド
ウ

ィ

y
に
繋
す

る

マ
ル
サ

ス
の
論
擦

に
慶

化
し
な
か

つ
☆

と
す

れ
ば
、
墜

化
し
れ

も
の
に
何
ぞ

あ

る
か
。
皐

に

ヤ

ル
サ

ス
の
攻
撃

力
が
減
じ
れ
と

云

ふ
憂
化

で
あ

ろ
と

私
に
思

ふ
。
第

一
版

に
於

て
も

マ
〃
サ

ス
に
理
性
力
な
認

め
て

ゐ
る
こ
と

に
勿

論
で
あ

り

、
更

に
、

『
官
能

的
、
智
的

の
如
何

な

ろ
享
樂

の
追
求

に
於

て
も
、
我

々
為

し
て
結

果
為
考

へ
し
む

る
能
力
表

る
魂
性

に
適
當
な

る
矯

正

力

で
あ
り

、
指
導

者

で
あ

ろ
』
(
目
罫

o
P
噂
唱

・
讐
い
ー
ひ
)
と

の

圓
句

の
如
き
は

道
徳
的

抑
制
す

ら
彼

の
念
頭

に
浮
ん
だ

ら
う

こ
と
な
思

に
し

あ

ろ
。
併
し
兎

に
角
第

二
版
に
於

て
初

め
て
彼

に
道
徳
的
抑
制

に
或

程
度
の
重
要
な

認
め
た
の

で
あ

る
。
こ
れ
に
よ

つ
て
彼
に

ゴ

ヅ
ド
ウ

ィ

シ

に

一
歩

近
づ

い
糞

こ
と
ふ
な

つ
敦
。
併

し
な

ほ
爾
入
の
間

の
劉
立

に
、
嗣
人

の
人
性

に
劉
す

ろ
見
解

の
相
異

に
よ
り
成
立

し
得
表
。
、
こ
の

跡
㎜
に
後
述
す

ろ
所
で

あ
る
o

・

四

論

孚

の

進

展

時
代

の
寵
兜

ゴ
ッ
ド
ウ

イ

ン
に
封

し
無
名

の
人

マ
ル
サ

ス
が
匿
名
を
以
て
其
立
場
を
明

に
し

て

(
一
七
九
八
年

)
聞
も
な
く
雨

入

は

一
七
九

八
年
八
月

の
或

日
倫
敦

に
て
相
會
し
、
ま
た
其
後

幾
莫
も
な
く

ゴ
ッ
ド
ウ
イ

ン
は

マ
ル
サ
ス
に
出
書

し
、

マ
ル
サ

ス

め

は

こ
れ

に
封
し

て
答

へ
る
所

が
あ

つ
た
。

ケ
ガ

ン

・
ボ

ー
ル
の

『
ゴ
ッ
ド
ウ
イ

ン
傳
』
に
は
此

マ
ル
サ

ス
の
返
書

が
採
録
さ

る

玉
。

不
幸

に
し

て
我

々
は

ゴ
ッ
ド
ウ
イ

ン
の
書
翰
を
見
る
を
得
な

い
が
、

マ
ル
サ

ス
の
返
書

は
よ

つ
て
推
測
す
る

に

『
政
治

的

正
義
』

の
著
者
は
再

び
其
立
場
を
親

し
く
敷
彷
す
る
所

が
あ

つ
た
も

の
と
思
は
れ
る
。
殊

に
平
等
肚
會

に
於

て
用
心

の
念

(ヌ
巳

9
8
)
が

人

ロ
の
過
剰
を
抑
止
す
る
作
用
を
爲
す

べ
き

こ
と
、
並

に
今

日

の
肚
會

に
於

て
農
業

の
撰
張
が
私
有
財
産

の
結
果

と
し

て
妨
げ
ら

r)C・KeganPau工,WilliamGodwin,1876.vol.1.pP,3?i-一 ・5;此 の 書 翰 に

Bonar編 マ ル サ ス 入 口 論 第 一 脹 の 複 刻 版(FirstEssayonPopulation)に 鴨

載 さ れ て ゐ ろo



●

りれ
從

て
人

口
の
増
加
が
不

當

に
抑

え
ら
れ

て
ゐ
る
こ
と
を
読

い
た
も

の
と
推

せ
ち
れ
る
。

こ

の
二
鮎

に
封

し

マ
ル
サ

ス
は
吹

の
如

く
答

へ
る
。

-
『
貴
方

が
人

口
に
封
す

る
妨
げ
と
す
る
用

心
の
念

は
困
難

の
豫
見
を
意
味
す
る
、
而

し
て
此
困
難

の
豫
見

は
殆

ど
必
然
的

に
此
困

難
を

除
き
た

い
と
云

ふ
願
望
を
意
味
す
る
。
然

ら
ば
か

、
る
困
難
を
除
き
た

い
と
云
ふ
自
然

に
し
て

一
般
的

な
る
願
望
は
競
孚
を

引
き
起
し

て
其
結
果

は
砒
會

の
必
要
勢
働

の
平
等

的
分
配

の

一
切

の
機
會
を
破
壌
し
、
以
て
私

の
前

に
述

べ
鞄
様
な
状
態
を
現
出

す
る

に
至
る
こ
と

の
な

い
と
云
ふ
十
分
な

理
由
を
貴

方
は
畢
げ
得
る
か
』

『
現
在

の
砒
會
形
態

が
最
大

の
實
際

的
人

口
を
妨
げ

る
と
云
ふ
理
由

で
こ
れ

に
反
封
す

る
貴

方

の
意
見
は
或

程
度

、
貴
方

の
用
心

の
主
義

に
封
す

る
反
封
意

見
と
も
な

ら
う
。
貴

方

の
此
主
義

の
目
的
は
、
私

の
考

ふ
る
所

で
は
、
人

口
を
常

に
食
料

の
範
園
内

の

可

也
内
側

に
維
持

し

て
置

く
こ
と
に
あ

ら
う
。
然

る
に
か

ム
る
主
義

が
廣
く
行
は
れ

て
、
食

物

の
量
を
絶

え
す
増
加
す
る

の
要
を

除

き
た
る
程

に
な
る

と
す
れ
ば

、
耕
作
は
今

日
よ
り
も
な
ほ
遙

に
徐

々
に
し
か
行
は
れ
な

い
と
云
ふ
虞

が
大

い
に
あ
る
。
』

『
用
心
の
必
要
が
、

過
剰

人

口
よ
り

の
困
窮
を
遜
く
る
爲

に
容
認

さ
る

蕊
こ
と
自
髄
は

、
公

け

の
制
度

に
嫁

せ
ら
れ
た
批
難
を
個

人

の
行
爲

に
移
す
も

の
で
あ
る
。
』

恥

か

義
る
私
的
交
渉

を
経

て
爾
人

の
論
孚

は
再
び
公

の
舞
壷

に
出

た
。
そ
れ
は

一
八
〇

一
年
嚢
行

の
ゴ
ッ
ド
ゥ
イ

ン
の
小

冊
子

に

於

て
で
あ
る
。

'
此
冊
子
は
其
表
題

の
示
す

が
如
く

ゴ
ッ
ド
ウ

イ

ン
の
思
想

に
封
す
る
批
評
家
、
特

に
パ
ー

、

マ
ッ
キ

ン
ト
ッ

シ
ユ
及

び

マ
ル
サ

マ
〃
サ
ス
謝
ゴ
ッ
ド
ウ
ィ
y
の
入
口
論
争

二
三
七

1)

2)
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二
三
八

ス
に
答

ふ
る
も

の
で
あ

つ
て
、
パ
ー
は
其

年
に
公
刊
し
た
る

一
書

$

o。
旨

巴

。。
。
§

。
昌
ρ

只
$
9
巴

舞

O
貯
犀

O
ぎ

N9
"
看

皐

国
器
再窪

↓
器
巴
鎚
噂
〉
領
嵩

μ
q
㌧
μ
◎。
8
・
ピ
。
巳

。
昌

μ
。。
O
一)
に
於

て
ゴ
ッ
ド
ウ
イ

ン
の

、.唱
三
く
自
。
巴

"
匿

彗
穿
3
逗
..
を
排
斥
し
た

の

で
あ

る
。
(
尤
も
彼
は
明

に
ゴ
ッ
ド
ウ
ィ

ン
の
名
を
學
げ
す
、
そ

の
ノ
ー

ト
に
於

て
ゴ
ッ
ド
ウ
ィ

ン
の
著
書
か
ら
引
用

し
て
ゐ
る
)

マ
ッ
キ

ン
ト
ッ

シ

ュ
に
至

つ
て
は
、

ゴ
ツ
ド
ウ

ィ

ン
自
ら
倫
敦

日
ぎ
8
ぎ
、り
ぎ
昌

=
龍

に
於
け
る

マ
ッ

キ

ン
ト
ツ
シ

ニ
の
講
演
を

聞

く
こ
と
爾
三
同
、
自

己
に
封
す

る
攻
撃

と
お
ぼ
し

き
も

の

玉
蓮
稜

さ
る

エ
に
僻
易
し
、
そ

の
後

の
聴
講
を
断
念
し
た
と

云
ふ
維

緯

が
あ
る
。
(
こ
れ
は
此
書

に
ゴ
ッ
ド
ウ
ィ

ン
自
身

の
語

る
所
、
勺

お

)

此
書

に
於
て

ゴ
ッ
ド
ウ
ィ

ン
は

パ
ー
、

マ
ッ
キ

ン
ト
ツ

シ

ェ
爾
人

に
封

し
激

し
き
論
鋒
を
向
け
な
が
ら
、

マ
ル
サ

ス
に
封

し

て

は
寧

ろ
穏

か
な
る
取
扱
を
爲

し
、
そ

の
冒
頭

に
於

て
は
極
度

の
讃

僻
を
す

ら
呈
し

て
ゐ
る
。

こ
れ
は
二
十
年
後

に
於
け

る
ゴ
ッ
F

ウ
イ

ン
の
感
情

的
な

る
論
調
と
封

照
し

て
興
味
あ
る

と
と
で
あ
る
。

『
私
は
儒
り
な
き
賞
讃

と
尊
敬

の
念
を

以
て
人

口
論

の
著
者

に
接

近
す
る
…
…
彼

の
議
論

の
大
艦

の
調

子
は
彼

の
心
胸

の
寛
大

に

最

大

の
名

碁
を
與

ふ
る
も

の
で
あ
る
。

彼
は
私
及
び
私

の
主
義

に
惜
悪

心
を
惹
き
起
さ
う
と
す

る
t
と
な
く
、
又
侮
辱
を
加

へ
武

う
と
す

る
も

の
で
も
な

い
。
彼
は
恰
も
此
問
題

が
未

だ
曾

て
政
黛

の
題

目
や
窯
派

の
術
策

の
題

目
と
な

つ
た

こ
と
は
な

い
か

の
如

く
内
輪
に
事
を
論
じ
た
。
彼
は
恰
も
誰
擦
の
研
究
と
眞
理
の
開
焚
以
外
に
何
等
の
目
的
も
な
い
か
の
如
ぐ
議
論
し
郁

」

も

も

≒
此
著
者
は
恐
ら
く
よ
り
高
く
私
の
尊
敬
を
要
求
す
る
。
少
し
も
街
は
ざ
る
淡
白
な
筆
法
を
以
て
≦
あ
ら
ゆ
る
學
問
の
盧
飾
を
斥

け
て
彼
は
経
濟
學
に
封
し
過
去
百
年
に
於
け
る
如
何
な
る
著
者
に
も
劣
ら
ざ
る
明
白
疑
な
き
貢
献
を
な
し
た
と
私
は
思
ふ
。
彼
の

1)Tlloughtso㏄asionedetcりP.55



著
書
の
大
提
言
と
梗
概
は
、
そ
の
薪
薪
な
る
と
同
時
に
決
定
的
な
る
を
見
る
べ
し
と
私
は
信
す
る
。
私
自
身
に
於
て
は
、私
の
著
書

わ

が
斯

の
如
き
貴

重
な
る
論
文
を
産
出
す
る
機
會
を
與

へ
、
刺
戟
を
供
給

し
た
窯

に
於

て
或
誇
り
を
感
じ
な

い
わ
け

に
行
か
な

い
』

か
く

の
如
く

マ
ル
サ
ス
に
封
す
る
讃
群
を
以

て
始

め
た

ゴ
ッ
ド

ウ
4

ン
は
人

ロ
法
則

に
封
し

て
も
明

に
承
服

の
態
度
を

と
る
。

こ
れ
彼
が
人

ロ
法
則

の
中
核

と
も
見

る

べ
き
算
術
級
激

、
幾
何
級
数

の
読

を
認
め
た

こ
と

に
よ

つ
て
明

で
あ
る
。

『
本
著

者

の
榮

わ

作

の
基
礎
た
る
人

口
と
食
料

の
増

加
率
を

私
は
攻
撃

の
饒

地
な
き
も

の
と
し
て
、
経
濟
學

に
封
す

る
貴
重
な
る

一
貢
献

と
見

る
」

然

ら
ば
爾
人

の
論
争
は
如
何
な
る
瓢

に
存

し
得
た
か
。

ゴ
ッ
ド
ウ
イ

ン
は

マ
ル
サ

ス
の
理
論

の
基
礎

に
迫
ら
ん
と

せ
・ず
、

た

ば

其
結

論

に
封
し

て
同
意
し
難

い
も

の
が
あ
る
と
し
た

。
特

に
人

口
増

加
を
抑
制
す

る
所

の
妨
げ

を

マ
ル
サ
ス
が
罪
悪

と
困
窮
と

の

二

つ
に
蹄

し
た

こ
と

に
封

し

て
、

ゴ
ソ
ド
ウ

イ

ン
は
な
ほ
此
外

に

「
用
心
」

の
作
用
あ
り
、
罪
悪

及
困
窮
は

マ
ル
サ

ス
の
考

ふ
る

が
如
く
大

に
あ

ら
す

、
英

國

に
於

て
現
に
此
用
心

の
念

に
よ
つ
て
結
婚

は
著
し
く
抑

へ
ら
れ

て
ゐ
る

(唱
●
§

と
な
し
、
況
ん

や
彼

の
理
想
就
會

に
於
て
は
、
此
念
慮
は
更

に
廣
く
作
用
す

る
で
あ
ら
う
と
主
張
し
た

の
で
あ
る
。

マ
ル
サ

ス
が
人

口
論

(
第

一
版
)

に
於

て

『
豫
防

的
抑
制
は
殆

ん
ど

必
然
的

に
ー

た
と

ひ
絶
樹
的

に
で
は
な
く

と
も
ー

罪
悪
を
生
む
』

と
云

へ
る

に
封
し
、

ゴ

ツ

ド
ウ
ィ

ン
は
罪
悪

と
な

ら
ざ
る
豫

防
的
抑
制

の
存

在
し
、
且

つ
こ
れ

が
有
力

に
作
用
す
る

こ
と
を
云

つ
た
わ
け

で
あ
る
。

こ
れ

は
既

に
前

に
述

べ
た
る
書

翰

に
於

て
一ゴ
ッ
ド
ウ
イ

ン
が

マ
ル
サ

ス
に
封

し
指
摘

し
た

る

(
少
く
と
も
然
く
推
定
さ
る

玉
)
所

で
あ

つ
て
、

こ
れ
が
動
機

と
な

つ
て
人

口
論
第
二
版

に
於

て
道
徳
的
抑
制
な
る
も

の

玉
存

在
を

マ
ル
サ

ス
は
明
白
に
容
認
す
る

に
至

つ

た

と
云
は

る

玉
。

マ
ル
サ
ス
劉
ゴ
リ
F
ウ
ィ
y
の
入
口
論
孚

.

二
三
九
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の

二
四
〇

か
く
見
れ
ば

マ
ル
サ

ス
と
ゴ

ッ
ド
ウ
イ

ン
と
は
今

や
主

要
黙
に
於

て
完
全

に

一
致
し
、
爾
者

は
永
久

に
握
手

し
た
か
の
如
く
感

ぜ
ら
る

玉
。
併

し
此

一
致
は
謂
は
ば
表

面
的

に
過
ぎ
な

い
。
立
ち
入

つ
て
去

へ
ば
、

ゴ
ッ
ド
ウ
イ

ン
が

マ
ル
サ

ス
の
算
術
級
数

、
、

幾
何
級
激

の
読

に
賛
同
す

と
去

へ
る
も
、
果

し
て
此
賛
同

が
十
分
な

る
理
論
的
検

討
を
経

た
る
結
果
な
る
や
大

い
に
疑
の
饒

地
が

あ
る
。
少
く

と
も

ゴ
ツ
ド
ウ
ィ

ン
は
人

口
及
食
物

の
増
加
率

の
相
違

よ
り
生
す
る
害
悪

を

マ
ル
サ

ス
の
考

ふ
る
如
く
差
迫

つ
た
る

も

の
に
あ
ら
す

と
な
し
て
ゐ
る

が

⑤
●
ざ
)
、

こ
れ
は
爾
増
加
傘

の
承

認
と
矛
盾
す
る
も

の
で
は
な

か
ら
う
か
。
併

し
今
こ
れ

以
上

此
貼
を
追
及
せ
す

、

マ
ル
サ

ス
の
側

に
於
け
る
譲
歩

、
即
ち
道
徳
的
抑

制

の
容
認

が
何
を
意
味
す

る
か
を
考

へ
て
見
る
。

道
徳
的
抑
制
を
認
む
る

こ
と
は
理
性
力

の
作

用
を
明
白

に
認
む
る
こ
と

で
あ
る
。

こ
の
限
ゆ

に
於

て
そ
れ
は

ゴ
ッ
ド
ウ
ィ

ン
ヘ

ラ

の
譲
歩

で
あ
る
。
併

し

一
マ
ル
サ

ス
に
於

て
此
場
合

理
性
は
利
己
心

に
基

て
の
み
作
用
し
得
る
が
、

ゴ
ッ
ド
ウ
ィ

ン
の
理
性
は
本

(

ラ

來

何
等
利
己
的
な

ら
ざ
る
人
性

に
備
は
る
能

力
で
あ
り
、
外
界

の
印
象
を

受
け

て
自
由

に
開
展

し
得
る
。
ニ

マ

ル

サ

ス
は
理
性

(

(
從

て
道
徳
的
抑
制

)

に
調
節
的
作
用
を
認
む
る

の
み
、

こ
れ

に
實
際

上
大

い
な
る
期
待
を
掛
け

な

い
。

ゴ
ッ
ド
ウ
ィ

ン
に
於

て

理
性

は
萬
能

で
あ
る
。

　

こ

の
二
つ
の
差
異

に
從

て

一
マ
ル
サ

ス
に
よ
れ
ば
結
婚

又
は
早
婚

の
同
避
、
從

て
叉
道
徳
的
抑
制

は
今
日

の
私
有
財
産

と
家
族

(

制
度
を
認
む
る
肚
會

に
於
て
こ
そ
或
程
度
行
は
れ
得
る

が
、

ゴ
ッ
ド
ウ
ィ

ン
の
考

ふ
る
如
き
肚
會

に
於

て
は
其
作
用
は
減
ナ

る
。

ラニ
今

日
の
肚
會

に
於

て
も

マ
ル
サ

ス
は
道
徳

的
抑
制

に
大
な
る
期
待
を
掛

け
ざ
る
が
故

に
、
人

口
法

則

の
結
果

、
困
窮
と
罪
悪

が

(生
ず
る

と
云

ふ
彼

の
読

は
覆
さ
れ
な

い
。

壱



σ

第

一
の
黙

に
於
け
る
封

立
は
、

ゴ
ジ

ド
ウ
イ

ン
、

マ
ル

サ
ス
の
弐

の
如

き
論
職

に
よ
つ
て
明

で
あ
る
6

ゴ
ツ
ド
ウ

イ

ン
は

云
ふ

『
吾
人
は
、
現
在
佳
む
澁
會

に
於
で

、
人
口
増
加

に
封

ず
る
大
き
な
能
動
的
抑
制

の

一
は
道

徳
、
用

心
、

叉
ぱ

誇
り
よ
り
生
ウ

る
こ
と
を
知

つ
た
σ
道

徳
、

用
心
.
及
び
尊

ぶ
べ
き
誇

り
は
、

現
在

に
於
け

る
よ
り
も
、
斯

の
如

き
肚
會
状

態

(
筆
者
註
ー

ゴ
ヅ

ド
ウ
イ

ン
の
杜
會
)

に
於

て
少
な
く
な
る

で
あ
ら
う
か
。
成

程
家
族

の
多

い
と
云

ふ
こ

と
の
悪
結
果

は
、
各

人
の
個

人
的
利

釜
に
、
今
日

の
如
く
赤

裸

々
に
訴

へ
で
は
來
な

い
で

あ

ら
う
。
叉

か
く

の
如
き
杜
會
状
態

に
於

て
、
或

は
、
自
分

の
費
用

で
は
子
供

の
養

育

は
出
來
な

い
か
ら
、
隣
り

の
人
の
費
用

で
生
活

さ
ぜ

よ
う

と
去
ふ
者

が
あ
る

の
も
眞
理

で
あ
る
。
併

し

か
く

の
如
き

地
位
に
あ

つ
て
、
か
く
の
如
く
考

へ
る

こ
と
は
人

の
性
情

に
合
致

し
た
こ
と
で
は
な

い
。
人
が
赤
貧

と
無
理
算

段

の

生
活

よ
り
釜

々
向
上
ナ

れ
ば
す
る
程
、
彼

等
の
行
動

は
釜

々
愼

重

と
な
り

、
彼
等

の
氣

質
は
眞
面

目
と
な
る
で
あ
ら
う
。
各

人
皆

性
格

を
有
す

る
場
合

に
於

て
は
、
何

人
も
我
儘

な
不
謹
愼
を
以
で

他
人

の
注
意
を
惹

く
事

を
欲
し
な

い
で
あ

ら
う
。
人
が
快
樂
と

幸

幅

の
凡

て
の
合
理
的
手
段
を
有
す

る
場

合

に
於
で
は
、
何
も

周
章

て

ム
、

無
謀

な
耽
溺
を
敢

て
し

、
自

己
及
び
他
人
の
安

静
を

破

る
事

は
な

い
で
あ

ら
う
。
又
今
吾

人
が
考
慮
を
費

し

つ

玉
あ
る
如

き
就
會
欣
態

に
於
て

は
、
今
吾
人
が
論

じ
づ

曳
あ
る
如

き
誤

謬

に
、
不
注
意
り
爲
、
陥
る
が
如
き
は
不
可
能
で
あ
ら
う
σ
人
口
論
の
學
読
は
も
若
し
之
が
眞
理
で
あ
る
な
ら
ば
ー

而
て
私
は

乏

が
眞
理
た
る
を
疑
は
な
い
が
i

十
分
に
理
解
さ
る
玉
で
あ
ら
う
。
杜
會
は
今
臼
の
如
き
階
級

雀
舘
巴

に
陥
る
こ
と
ば
な
い

し

、
文

、
そ

の
組

織
の
複
雑

性
に
よ
づ
で
煩

は

さ
れ
、
錯
綜
ず
る

と
と

も
な

い
で
あ
ら

う
。
各
人
を
し
て
、
そ
の
前
画
及
び
四

隣

め

に
廣
犬
な
る
進
路
を
見
出
さ
し
め
得
る
程
の
規
則
正
し
さ
と
、
衡
李
と
が
支
配
す
る
で
あ
ら
う
6
』

マ
ル
サ

ス
劉

ゴ
ヲ
ド
ウ
ィ
y
の
入
口
論

串

ご
四

一

1)Thoughtsoccasionedetc.,PP.73・ 一一4
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二
四
二

こ
れ

に
封
し

マ
ル
サ

ス
は
人

口
論
第

二
版

に
於

て
答

へ
て
云
ふ

『
早
婚

の
傾
向

は
甚

だ
強
烈

で
あ

つ
て
、
之
を

抑

止

す

る

に

は
、
吾
人

の
求
め
得
る
あ

ら
ゆ

る
助
を
必
要
と
す
る
程

で
あ
る
。
從

て
、
何

等
か

の
方
法

で
私
有

財
産

の
根
抵
を
弱
め
、
各
人

が

そ

の
用

心
に
よ

つ
て
得

べ
き
完
全
な
る
利
釜
と
優
越

と
を
何
等
か

の
程
度
減
す
る

の
傾
向
あ
る

シ
ス
テ
ム
は
、
愛

の
慾
情

に
封

す

る
、
實

質
的
影
響
を
期
待

し
得

べ
き
唯

一
の
抑
止
的
重
量
を
取
り
去

る
こ
と
に
な

ら
ざ
る
を
得
な

い
。

ゴ
ッ
ド

ウ
イ

ン
氏
は
、
そ

の

シ
ス
テ

ム
に
於

て

『
家

族

の
多

い
こ
と

の
悪
結
果
は
、
各
人

の
個
人
的
利
釜
に
、
今

日
の
如
く
赤
裸

々
に
訴

へ
て
來
な

い
で
あ

ら
う
』
と
認

め
て
ゐ
る
。
「
と

こ
ろ
が
私
は
生
憎

、
從
來

人

の
性
情

に
就

て
知

つ
て
ゐ
る
所

に
よ
れ
ば
、
ゴ
ッ
ド
ウ
ィ

ン
氏

の
斥
く

る
此
個
人
的
利
釜

に
封

す
る
赤
裸

々
な
訴

へ
が
な
く

し

て
は
、
吾
人
は
到
底

合
理
的
な
成
功

の
望
を
持
ち
得
な

い
と
巽
は
ざ
る
を

得
な

い
。
萬
事

が
軍

に
義

務

の
精
紳

に
侯

つ
べ
き
も

の
で
あ
る
な
ら
ば
、
之
と
抗
箏
す

べ
き

有
力
な

反
封
者
を
考
慮
す
る
時

、

こ

わ

の
場
合
、
私
は
全
く
失
望
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
自
白
す
る
』

マ
ル
サ
ス
の
此
答
辮
は
人
ロ
論
第
五
版
以
後
に
於
て
は
削
除
さ
れ
た
が
、
卒
等
共
産
の
肚
會
に
於
て
道
徳
的
抑
制

(
一
般
に
結

勾

婚
叉
は
早
婚
の
同
避
)
の
行
は
る
べ
き
動
機
が
破
壌
さ
れ
る
と
云
ふ
論
鮎
は
最
後
ま
で
保
持
さ
れ
て
ゐ
る
。

第
二
の
瓢
。
若
し
マ
ル
サ
ス
が
今
日
の
肚
會
に
於
て
道
徳
的
抑
制
の
作
用
に
大
い
に
期
待
し
、
こ
れ
を
議
論
の
前
景
に
置
い
た

と
す
れ
ば
、
人
類
肚
會
の
困
窮
と
罪
悪
を
圭
と
し
て
人
ロ
法
則
な
る

『
自
然
的
法
則
』
の
作
用
に
蹄
せ
ん
と
す
る
彼
の
根
本
精
紳

は
失
は
れ
る
。
加
之
、
彼
の
人
口
法
則
は
性
慾
の
強
大
不
易
性
よ
り
出
襲
す
る
。
故
に
若
し
理
性
の
力
が
此
性
慾
を
十
分
に
抑

へ

て
人
ロ
の
上
に
影
響
を
與

へ
得
る
程
強
大
な
り
と
す
れ
ば
、
性
慾
の
強
大
不
易
性
自
饅
が
否
定
さ
れ
、
人
口
法
則
も
否
定
さ
る
墨

1)]Essay,2nd.ed.,PP.385-6

2)Essay,5th.ed.,vo1。II.P.282;7山.ed.,p.285



　
は
　

こ
と

曳
な
る
。
ー

然

る

に

マ
ル

サ
ス
は

實
際

に
於

て
道
徳
的
抑
制

の
作
用

に
大
な
る
望
を
囑

し
て
ゐ
な

い
。
此
黙

に
關
す
る
異

め

論

(
例

へ
ば
デ
ィ
ー

チ

ェ
ル
)
は
あ
る

が
私
は

、
道
徳

的
抑
制

に
關
す
る

マ
ル
サ

ス
の
数
章
を
通
讃
し

て
此
異
論

に

同

じ

得

な

い
。

(
此
鐵
私
は
他

の
機
會

に
於

て
詳

論
し
た

い
と
思

ふ
)

マ
ル
サ

ス
は

ゴ
ッ
ド
ウ
ィ

ン
に
封

し

て
悲
観
論
者

で
あ
る
。
道
徳
的

わ

抑
制

の
容

認

は

此
色

彩
を

改
む

る

所
大

で
は

な

い
。

ゴ

ッ
ド

ウ

ィ

ン
が
杜

會

の
害

悪

を
肚

含

制

度

に
館

す

る

に
封

し

マ
ル

サ

ス
は

人
類

の
本

性

に
出

畿

す

る
或

『
自

然
的

法

則
』

に
其

責

を

蹄

す

る

こ
と
依

然

と

し

て
攣

は

ら
な

い
。

(
註
)

拙
著

に
於

て
私
が

『
若
し
彼
ー

マ
ル
サ
ス
ー
が
道
徳
的
抑
制
の
實
行
な
容
易
な
も
の
と
思
は
ん
と
す

ろ
な
ら
ば
、
彼
は
性
慾
の
不
易
准
否
認

し
な
く
て
に
な
ら
な

い
o
併
し
是
は
入
口
法
則
の
撤
同
為
意
味
す
ろ
。』

と
云
へ
ろ
に
置
し
南
教
授
は

『
遣
徳
的
抑
制
の
遂
行
に
毫
末
も
性

慾
の
不
易
な
否
認
ぜ
ず
、
そ
の
遂
行
の
難
易
は
入
口
法
則
の
樹
立
そ
の
も
の
と
些
か
も
關
せ
ざ
る
も
の
で
あ
ろ
』
と
教

へ
ら
れ
穴
。

(國
民

縄
濟
雑
誌
第
四
六
巻
第
五
號

M
四
七
頁
)
併
し
私
に
性
慾
が
容
易
に
抑
制
さ
れ
得

る
事
を
認
む

ろ
の
に
そ
れ
だ
け
性
慾
の
弱
さ
な
認
む
ろ
こ

と
に
な
ろ
と
考

へ
ろ
。
或
力
の
衝
撃
に
容
易
に
抵
抗
し
得

る
と
云
ふ
こ
と
に
其
力
の
弱
さ
な
云
ふ
、
、と
で
に
な
か
ら
う
か
。
容
易
に
抵
抗
さ

れ
得
る
強
大
な
る
力
と
曇
ふ
こ
と
に
矛
盾
で
は
な
か
ら
う
か
。
入
口
法
則
に
性
慾
の
強
大
不
易
よ
り
出
機
す

る
と
見

る
私
は

(
拙
著

マ
ル
サ

ス
入
口
論
の
研
究

二
哺二

頁
)
此
考
か
ら
、
避
徳
的
捌
制
の
實
行
為
容
易
と
す
る
事
に
結
局
入
口
法
則
の
否
認
と
な

る
と
云
は
ざ
る
為
得
な

い
の
で
あ
る
。

右

の
二
鐵
を
通
じ
て

マ
ル
サ

ス
、

ゴ
ッ
ド
ウ
イ

ン
の
封

立
は
結

局
人
性

に
封
す

る
根
本
見
解

の
相
異

に
齢
着
す

る
こ
と
敢

て
再

設
を
要
し
な

い
で
あ
ら
う
。
而

し
て
爾

人

の
論
孚
は
此
封
立
を
淺

し
た
ま

玉
絡

幕

に
達

し
て
然
る

べ
き
も

の
で
あ

つ

た

の

で

あ

る
。
事
實

、

マ
ル
サ

ス
側

は
其
注
意
を
漸

次

ゴ
ヅ
ド
ウ
イ

ン
の
李
等
肚
會

よ
り
遠

ざ
け

て
行

つ
た
。
前

述
の
如
く
彼
は
其
第

一
版

マ
ル
サ
ス
劉
ゴ
ヅ
ド
ウ
4
ン
の
入
口
論
争

二
四
三

r)H。Dietzel,DerStreitumMa!thhs,Lehre,inFestgobef,A.Wagner.

2)拙 著 、 マ ル サ ス 人 口 論 の 研 究219頁 以 下 塗 照(lgo5,S・45)
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二
四
四

に
於

て
主
た
る
注
意

を

ゴ
ッ
ド
ウ
イ

ン
に
向
け
、
第

二
版

に
於

で
著
し
く

こ
れ
よ
り
離
れ
、
第

五
版

に
於

て
た

讐

一
章

を

ゴ
ツ
ド
ウ
ィ

ン
の
爲

に
残

す

に
過
ぎ
な
か

つ
た

の
で
あ
る
。

然
る

に

ゴ
ッ
ド
ウ
イ

ン
は
異
な
り
、

マ
ル
サ

ス
の
盛
名

が
日
を
追
う

て
高
き

に
反
し
、
曾

て
の
寵
兇
今

や
世

の
忘
却

の

め

申

に
顛
落

し
行
く
自

己
の
姿
を
眺
め

て
焦
慮

の
念

に
堪

へ
ざ
り
し

が
、

一
八

一
八
年
古
き
論
敵

マ
ル
サ
ス
に
封
し

て
最
後

の
突

撃
を
試
む

べ
く

決

心

し
、
孜

々
と

し

て
想
を
錬
り
論
を
固

め

て

一
八
二
〇
年
+

一
月

一
駁
論
を
襲
表
し
た
。
題

し
め

て

『
人

ロ
に
就

て
。
人
類

の
数

の
増
加
力

に
關

す
る
研
究
、
本
題

に
關

す
る

マ
ル
サ
ス
氏

の
論
文

へ
の

一
答
溜
』
と
云
ふ
。

彼

の
傅
記
者

の
語
る
所

に
よ
れ
ば
、
数
多
き
彼

の
論
著

の
中
恐
ら
く

『
政
治
的

正
義
』
を
除

い
て
彼

の
心
魂
を
か
く

の
如

く
打
ち
込

ん
だ
も

の
は
な
く
、
そ

の
當
時

の
日
誌

は

一
日
と
し

て
幾
頁

か
を
之

が
爲

に
書

き
叉
は
書
き
換

へ
た
る
記
録
を

む

と
ど
め
ざ
る
は
な
し

と
云
ふ
。
彼
自
身
此
勢
作

に
は
大

い
な
る
希
望
を
掛
け
、
輩

に

マ
ル
サ

ス
の
救
濟
策
、
彼

の
罪
悪

と

困
窮

の
論

を
攻
撃
す
る

の
み
な
ら
す

、
何

等
救

濟
策

の
要
な
き

こ
と
、
人

口
は

マ
ル
サ

ス
の
云
ふ
が
如
き
異
常
な
る
増

加

の

を
途
ぐ
る
も

の
に
あ

ら
ざ
る
こ
と
を
示
さ
ん
と
し
た
も

の
で
あ
る
。

併

し
此
努

力
と
希
望

に
も
拘
ら
す

ゴ
ッ
ド
ウ
イ

ン
の

『
人

口
論
』
は
頽
齢

の
産

物

で
あ

り
混
齪

と
矛
盾

の
堆
積

に
過
ぎ

な
か

つ
た
。

そ
こ
に
は
曾

て
若
人
を
惹

き

つ
け
た
る

『
政
治
的

正
義
』

の
著
者

の
情
熱
も
論

理

の
透
徹
も
な
く
、
高
名

の

め

.星
座
に
あ
る
古
き
論
敵
に
封
し
て
徒
に
怒
號
す
る
老
哲
人
の
衰

へ
た
姿
あ
る
の
み
で
あ
る
。

ゴ
ッ
ド
ウ
イ
ン
は
文
明
國
の
各
人
は
自
己
の
生
活
に
必
要
な
る
以
上
の
生
産
を
爲
す
力
あ
り
と
云
ふ
法
則
を
以
て
人
類

1)此 鋲 慮 に 自 著(OfPopulation)序 丈 に 明 瞭 に 語 られ て ゐ ろ0

2)OfPopulation。AnEnquiryconcemingthePowerofIncreaseintheNum-

be】asofMankindbeinganAnswerto臆.】""[althus,Essayonthat,Subject.

London1820

3)K.Paul,WilliamGodwi馬 ▽01.II.p.259

4)Mrs.Shelleyt:與 へ る 書,K.Pau1,WilliamGOdwin.vol.ILP.271

5)GOdwin自 勇 此 書t:lt『 政 治 的 正 義 』 の 著 者 の 美 に し き 幻 想7Sし と 云 つ て

ゐ るo(OfPopuユation2PrefaceX》
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及
び
肚
會

に
關
す
る
最
も
確
實

な
る
法
則
と
し
、
人

口
の
墜
迫
が
絶

え
す

人
類
を
苦
し
ま
し
む
と
云
ふ

マ
ル
サ

ス
の
読
を
以

て
最

も
明
白
な
る
誤

謬
と
断
す
る
。
な
』

吋
)
而

し

て
或
國

(
ポ
ー

ラ

ン
ド
、
南
亜
米
利
加

、
西

班
牙
領
亜
米
利
加

)
に
於
け
る
人

ロ
の
稀

薄

は
人
類

が
出
生

に
よ

つ
て
増
加

し
能
は
ざ

る
決
定
的

の
謹
擦

で
あ

る
と
指
摘
す
る
。
次

に
彼
は

ヤ
ル
サ

ス
の
云
ふ
如
く

二
十

五

年

に
し

て
人

ロ
が
二
倍

せ
ん
が
爲

に
は
,

一
組

の
結
婚

に
封
し
八
人

の
子
供
を
必
要
と
す

と
計
算
し

て
以

て

ヤ
ル
サ
ス
の
背

理
を

論
讃

せ
ん
と
す
る

(唱
●
団
Q。
l
O
)
此
計
算

の
根

抵
に
あ

る
も

の
は
出
生
者

の
牛
数
は
成
年

に
達

せ
す
し

て
死
亡
す

る
と
云

ふ
推
定

で

あ

つ
て
從

て

マ
ル
サ

ス
に
云
は
し
む
れ
ば
、

か
な
り

の
程
度

の
抑
制
原
因

(
罪
悪
と
困
窮

)

の
作
用
を
豫
想

せ
る
も

の
で
あ
る
。

縛

じ

て
亜
米
利
加

に
於
け
る
人

ロ
増
加

に
關
し

ゴ
ツ
ド

ウ
ィ

ン
は
或
信
頼

し
得
な

い
数
字

9
已
霧
、。・
寄

『q
搾
自

及
び

O
。
号

穿

≦
、8
匡
『
男
。
職
。。侍。「)
に
よ

つ
て
、
彼

の
地
の
人

口
増
加

が
主
と
し

て
移

佳
民

の
流
入

に
よ
る

こ
と
を
主
張

せ
ん
と
す
る
。
な
唱
.
陰
◎。

1
ε

又
瑞
典

の
人

ロ
統
計
を
基
礎

と
し

て
彼

の
國

の
人

ロ
が
遅

々
た
る

こ
と
を
述

べ
、
瑞

典

の
歌
態
が
最
も
人

口
増
加

に
有
利
な

り
と
し

て
、
之
を

一
般

に
営
嵌
め

ん
と
す
る
。
(寧

呂
昌
蹴
●)
其
他

ゴ
ツ
ド
ウ
ィ

ン
は

マ
ル
サ

ス
を
以

て
低
賃
銀

の
主
張
者

と
し
、

叉
困
窮
と
罪
悪
を
人

ロ
過
剰

の
救
濟
手
段
と
し

て
推
奨
す
る
者

と
見

て
、
こ
れ

に
攻
撃
を
加

へ
て
ゐ
る
。
な
o
.
密
。。噂
軌
卜。
。。)

要
す
る

に
全
雀

、

マ
ル
サ
ス
読

の
誤
解
又
は
曲
解

の
上

に
立
づ
人

口
法
則

の
否
定

で
あ

つ
て
、
二
十
年
前

の
ゴ
ッ
ド
ウ
イ

ン
と

は

云
は
ば
別
人

の
著
作

で
あ
る
。
そ

の

一
々
の
読

を
批
判
的

に
取
扱

ふ
こ
と
を
私
は
今
不

要
と
思

ふ
。
附
録

と
し
て
載

せ
た
る
友

め

人

ブ
ー

ス
の

一
論

も

ゴ
ッ
ド
ウ
イ

ン
の
立
論
を
擁
護
す

る

に
足
ら
す
、
如
何
な
る
論
著
も
誰
人
か
を
服

ぜ
し
む
る
に
足
る
世
の
通

　

例

と
し

て
若

干

の
人

々
を
喜
ば

し
め
た
る
施
、
有

力
な
る
批
判

の
前

に
ゴ
ッ
ド
ウ
イ

ン
は
淡
落
す
る

の
み

で
あ

つ
た
。

恰
も
彼
は

マ
ル
サ
ス
劉
ゴ
リ
ド
ウ
ィ
y
の
人
口
論
學

二
四
五

1)DaVidBOOth,DiSsertatiOnSOntheratiOOfinCreaSeinpOpUlatiOn,and,in

tlhemeansof釧 隣bsist魯nce.

2)例 へ ばKP姻 』Wi11㎞Godwin,vd.ILPP.272幽3な 見So



二
四
六

金
鏡
的
窮
迫
の
結
果
破
産
す
る
に
至
つ
た
が
、
思
想
的
に
も
亦
破
産
す
る
外
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

め

ゴ

ッ
ド

ウ

イ

ン
の
挑

職

に

マ
ル

サ

ス
は
慮

ぜ
Lア
、

反
駁

を

要

せ
ざ

る
も

の
と

し

て
簡

翠

に
片
付

け

た

が
、

エ
ヂ

ン
バ

ラ

・
リ

ビ

め

ユ
ー
誌

の

一
評
論

(
こ
の
筆
者
は

マ
ル
サ

ス
に
あ

ら
す

や
と
の
疑

が
或

人

々
に
よ

つ
て
も
た
れ
た
。
併
し
不
明
で
あ
る

)
、

及
び

の

フ
ラ

ン
シ
ス

・
プ

レ
ー

ス
が
最

も
強
き
論
駁
を
加

へ
た
。

そ
の
最
初

の
出

現
以
來
最
上

の
頭
謄
を
支
配
し

て
行

つ
た

マ
ル
サ

ス
思

想

の
進
軍

の
上

に
此
等

の
論
駁
は
役
立

つ
た
と
は

云

へ
、

ゴ
ッ
ド
ウ
ィ

ン

『
人

口
論
』

は

マ
ル
サ

ス
封

ゴ
ッ
ド
ウ
ィ

ン
の
論

争

の

中

か
ら
は
寧

ろ
削
除
さ
れ
て
然
る

べ
き
も

の
で
あ

る
。
曾

て
の

『
政
治
的

正
義
』

の
著
者

の
立
場

か
ら

マ
ル
サ

ス
に
封
す

る
所
は

殆
ど
な
く
、

マ
ル
サ

ス
と
同
じ
實
誰
的
方
法
を
用

ひ
て
前

に
は
認

め
た
る
人

口
法
則
を
否
認

せ
る
も

の
で
あ
る
。
故

に
ご

玉
に
は

新

た
な
る
人

ロ
論
争

が
開

か
れ
た
と

云

へ
ば
云

へ
る
。
併

し
此

『
人

ロ
論
』
そ
れ
自
身

前
述

に
よ

つ
て
も

知
ら
る

蕊
如
く
、

マ
ル

サ

ス
の
答
辮

に
値

ひ
せ
ざ
る
程
微
力
な
る
も

の
で
あ

つ
た
。
寧

ろ
そ
れ
は

『
論

争
』

の
感
情
的

延
長

と
し

て
の
産
物
と
も
見

得

べ

き
も

の
で
あ

る
。

時

代
は

マ
ル
サ
ス
側

に
軍
配
を
あ
げ
た
。

マ
ル
サ

ス
の
思
想

が
時
代
を

征
服

し
た
原
因

に
關
し

て
は
他

の
人

々
に
よ

つ
て
語
ら

る

蕊
で
あ
ら
う
。
私
は

マ
ル
サ

ス
封

ゴ
ッ
ド
ウ
イ

ン
の
論

争
が
時
代

に
よ

つ
て
裁
決

せ
ら
れ

(
マ
ル
サ

ス
の
生
前
人

口
論

は
六
版

を
重
ね
た
)
、

ゴ
ツ
F
ウ
ィ

ン
は
世

に
忘
れ

ら
れ

て
不
遇

の
晩
年
を
終

つ
た

(
一
八
三
六
年
)

こ
と
を
し
る
せ
ば
足

る
。

五

論
孚
の
歴
史
的
慧
義

z)

2)

3)

Maユthus,Essay6th.ed.,Appendix

LettersofRicardotoMalthus,byBonar.P.206謬 照

F,Place,InustrationandHoofsofthePrincipleofPopulati{》n.1822
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ス
、・、
ス
の
富
國
論

(
一
七
七
六
年

)
は
産
業

革
命

の
前
晩

の
産
物
で
あ

つ
て
、
そ

こ
に
は
私
有
財
産

と
自
由
競
争

の
基
礎

の
上

に
於
け
る
財

の
生
産

と
交
換
と
が
主
と
し

て
論

ぜ
ら
れ
た
。
併

し
時
代

の
進
展
は

ス
ミ
ス
の
著
書

に
な
ほ
読
か
れ
ざ
る
、
或
は
十

分
な
る
注
意
を
受
け
ざ
る
問
題

の
存

在
を
敢

へ
て
來
た
。
そ
れ
は
富

の
分
配
を

め
ぐ
る
諸
多

の
問
題

で
あ
る
。

一
た

び
此
問
題

に

注
意
を
向
く
る
論
者

の
中

に
は
自
然

に

ス
、・、
ス
の
思
想
に
よ
り
支
配
さ
る

玉
現
行
制
度

の
根
抵

の
正
さ
に
疑
を
持

つ
も

の

玉
嚢
生

を

見
た

。
↓
7
0
ヨ
器

oo
鴨
窪
8

(昌

α
9
1
μ
Q。
鼠
)噛
ぐ
『
崖
宣
B

O
魅

蕊
o
(嵩
こ。
Φ
1

μ
Q。
お
)℃
畢

o
§
器

℃
匿
昌
。
(ミ
QQ
噸
1

μ
◎。O
H
)
の

こ
一農

制

改

革

論

者

に
次

い
で

O
ぴ
註

8

国
9
戸

男
.
O
箋
窪

其

他

の
論

客

は

何

れ

も

之

に
属

し

、

ゴ

ッ
ド

ウ
ィ

ン
叉
佛

蘭

西

革
命

の
實

際

的
刺

戟

に
慮

じ

て
立

つ
た

此

一
窯

(
尤

も
共

内
容

に
於

て
種

々
雑

多

な

る
)

の

一
將

帥

に
外

な

ら
な

か

つ
た

。

勿

論

こ
れ

等

の
論

者

は

ノ

ト

マ
ス

・
モ
ア

の
如
き

と
は
異
な
り
何
れ
も

十
八
世
紀
思
想

の
洗
禮
を
受
け
た
る
新

人
で
あ

つ
た
。
す
な
は
ち
彼
等

の
立

つ
た
共

通

の
地
盤
は

ジ

ョ

ン

。
ロ
ッ
ク

の

O
昌
Ω
く
ロ
O
o
く
。
3
ヨ
。
暮

に
於
け
る
自
然
法

の
思
想

で
あ

つ
た
。
彼
等
は

ロ
ッ

ク
の
中

か
ら

土

地
の
原
始
的
共
有

の
思
想
と
勢
働

こ
そ
財
産

の
眞

の
椹
利
者

と
す
る
思
想

を
引
き
出
し
た
。
更

に
現
行
制
度

の
代
辮
者

と
見
ゆ

る

ス
ミ
ス
ま
で
が
、
富

の
源
泉
叉
は
便

値

の
尺
度

と
し
て

の
勢
働
を
重
覗
し
た
る
事
は
彼
等

の
信
念
を
固
む
る

の
力
が
あ

つ
た
。

此
等

の

ユ
ー

ト
ビ
ア

ン
に
は
、
勿
論
現
行
就
會
制
度

の
最
善
を
信

じ

こ

れ

を

擁

護
す
る

一
般
的

傾
向
を
も

つ
論
者

が
封
抗
し

　た
。

マ
ル
サ

ス
は
此

一
派

の
雄

で
あ
り
、
從

て
惰
熱

的
な
る

反
資
本

主
義
的

傾
向

の
人

々
が
彼
を

以
て
資
本
主
義

の
辮
護
者

と
し

て
遇
す

る
こ
と
は
、

や
む
を
得
な

い

(
彼

の
關

心
が

一
階
級

の
利
釜
擁
護

に
存
し
な
か

つ
た

こ
と
は
十
分

に
彊
調
す

べ
き

で
あ
る

が
)
。

誠

に

ゴ
ッ
ド
ウ

イ

ン
に
封
す

る

マ
ル
サ
ス
の
勝
利

(
こ

瓦
に
勝
利
と
鼓

ふ
は
其
思
想

が
時
代

を
捉

へ
こ
れ
を
動
か
す

に
至

マ
ル
サ
ス
劉
≠
ッ
ド
ウ
ィ
y
の
入
口
論
争

二
四
七



二
囚
入

つ
た
こ
と
を
云
ふ
)
は
自
由
轟
義
経
濟
離
ゐ
堅
盤
に
更
に

一
曼
を
加

へ
、
十
九
世
紀
前
牛
に
於
け
る
そ
の
黄
金
時
代
の
建
設
に
重

大
寄
與
を
な
'し
滝
と

と
を
意
味
す
る
。

而
し
て
ゴ
ッ
ド
ウ
イ

ン
の
枇
會
改
濫
に
よ
る
藻
凌
し
き
夢
想
を
冷
酷
な
る
人
ロ
法
則
に
よ
つ
て
封
じ
た
る
こ
と
は
、
凡
て
の
敢

の會
改
造
案
に
樹
し

『
蹟
き
の
石
』
を
置
い
だ
こ
と
で
あ
つ
て
、
そ
の
後
の
肚
會
改
造
論
者
は
此
人
口
法
則
を
原
理
的
に
否
定
す
る

か
或
は
實
際
的
に
其
最
悪
の
作
用
鷺
避
く
る
か

(産
鬼
制
限
)
、
二
途
何
れ
か
を
選
ぶ
外
な
き
に
至
つ
た
源
は
こ
、
に
襲
す
る
。

マ
ル
サ
ス
の
勝
利
は
人
類
の
前
途
に
懸
け
ら
れ
た
麗
は
し
き
希
望
を
ば
は
か
な
き

}
個
め
幻
想
と
化
し
た
。
そ
れ
は
樂
親
醗
に

封
す
る
悲
観
読
の
勝
利
で
あ
る
。
併
し

マ
ル
サ
ス
は
翠
に
ゴ
ッ
ド
ウ
イ

ン
を
克
服
し
允
の
み
な
ら
す
同
時
に
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
を

も
克
服
し
た
。
経
濟
生
活
を
支
配
す
る
白
然
法
則
的
な
る
も
の
、
存
在
を
信
す
る
黙
に
於
て

マ
ル
サ
ス
は
ス
ミ
ス
の
學
徒
で
あ
る

が
、
肚
會
に
存
す
る
現
實
の
害
悪
よ
り
そ
の
研
究
を
進
め
た
る

マ
ル
サ
ス
は
個
人
的
利
釜
と
全
艦
の
利
釜
と
の
不
思
議
な
る
調
和

の
如
き
棘
秘
諭
に
賛
同
す
る
こ
と
を
得
ナ
価
却
て
肚
會
の
害
悪
を
も

臼
自
然
的
法
則
」
に
よ
つ
て
読
明
し
た
る
が
爲
に
、

ス
、・、
ス

の
形
而
上
的
な
る
自
然
調
和
の
樂
親
設
は

マ
ル
サ
ス
に
於
て
は
経
濟
的
宿
命
論
の
悲
槻
設
に
縛
換
せ
し
め
ら
れ
た
。
生
産
力
の
壇

進
と
肚
會
の
進
歩
を
読
く
ス
ミ
ス
に
封
比
し
て
マ
ル
サ
ス
は
土
地
生
産
力
の
有
限

(報
酬
漸
減
の
法
則
)
を
力
読
し
貧
乏
の
不
可

避
を
読
い
た
。

マ
ル
サ
ス
の
此
悲
観
的
傾
向
は
リ
カ
ア
ド

・
ミ
ル
に
よ
つ
て
踏
襲
さ
れ
、
勢
働
階
級
の
困
窮
の
宿
命
を
根
擦
と
し

て
勢
働
立
法
へ
原
則
的
反
封
を
し
た
多
く
の
政
治
家
、
實
際
家
に
よ
つ
て
唱
和
さ
れ
た
。
自
然
賃
銀
観

(賃
銀
鐵
則
〉
、
賃
銀
基
金

読
は
此
傾
向
の
代
表
的
學
読
で
あ
る
。
ミ
ル
が
後
年
賃
銀
基
金
醗
を
抱
栞
し
た
る
は
新
樂
観
的
傾
向

へ
の
縛
向
を
意
味
す
る
。



ゴ
ッ
ド
ウ
イ

ン
に
樹
す

る

マ
ル
サ

ス
の
勝
利

は
叉

『
形
而
上
學
』

に
封
す

る

『
脛
瞼
』

の
勝
利

で
あ
る
。

ス
ミ
ス
は
自
然
的

調

和

の
形
而

上
學
的
思
想
を
根
抵

と
し
た
。
彼
は

こ
れ

と
矛
盾

せ
る
世
上

の
事
賢
に
眼
を
閉

ざ
し
た

も

の
で
は
な

か

つ
た
が
、
経
験

り

に
よ

つ
て
形
而
上
學

を
斥
く

る
ζ
と
も
、
又
此
爾
者
を
何
等
か

の
統

一
盟

に
纏
む
る
こ
と
も
出

來
な

か
つ
た
。
然

る
に

ス
ミ
ス
以

後

の
實
際
界

の
事
實

は
個
人
的
利
釜

と
全
艘

の
利
釜

の
紳

秘
的
な
る
自
然
調
和

の
読

を
打

破
す

る

に
十
分

で
あ

つ
た
。
此
攣

化
は

形
而
上
學
そ
れ
自
艦

の
排

斥
に
向

ふ
か
、
或

は
別
個

の
形
而
上
的
盟
系

を
立

つ
る

か
、
何
れ
か

の
道
を
暗
示
し
た
。
前

の
道
を
展

む

者
が

マ
ル
サ

ス
で
あ
り
、
後

の
道
を
行
く
も

の
が
ゴ
ッ
ド
ウ
イ

ン
で
あ

つ
た
。

尤
も

マ
ル
サ

ス
は

一
個

の
過
渡
的
現
象

で
あ
る
。

彼
は

一
方

に
於

て
ベ

ン
ク

ム
の
非
形
而
上
的
功
利
主
義
を

と
り
な
が
ら
、
他

方

に
於

て
基
督
教
的
形
而

上
學

の
束
縛
を
睨
し

て
ゐ
な

い
。
併

し
な

が
ら

ス
ミ
ス
に
於

て
形
而
上
學

が
思
想

の
核
心
を
成

せ
る

と

は
異
な
り

、

マ
ル
サ

ス
に
於

て
形
而
上
學
は
脛
験
的
事
實

の
瞼
誼
と
し

て
役
立
つ
に
過
ぎ
な

い
。
彼

に
よ
れ
ば
人
類

の
幸

幅
又
は

功
利

に
こ
そ
造
物
圭

の
意

志
は
存
す

る

の
で
あ
る

が
、

こ
の
幸
幅

叉
は
功
利

に
合
致
す
る

や
否
や
は
経
験

の
敷

ふ
る
所

に
外
な
ら

な

い
か
ら

で
あ
る
。
彼
は
通
徳
的
抑
制
を
論
く
章

に
於

て
人

の
慾
情

の
追
求
が
造
物
主

の
意
志

に
合
致
す
る
や
は
、
之

が
経
験
的

に
人
類

の
幸
薦
を
増
加

せ
し
む
る
や
否
や
に
か

玉
る

こ
と
を
述

べ
て
ゐ
る
。

『
動
物

と
し

て
、
或

は
吾
人

が
此
等

の
慾
情

の
結
果

を
知
ら
な

い
前

に
於

て
、
吾
人

の
唯

醐
の
仕
事
は
此

等
の
自
然

の
命
令

に
從

ふ
こ
と

で
あ
る
。
併
し

理
性
的
生

物
と
し
て
吾
人
は

此
等

の
結

果

に
注
意
す

べ
き
重
大
な
責
務

の
下
に
あ
る
。
而

し
て
若

し
是
が
吾
人
或

は
他
人

に
と
り
悪

で
あ
る
な
ら
ぱ
、
吾
人

は

正
に
、
之
を
、
此

の
如
き
慾
情

の
満
足
方
法

が
、
吾

人

の
欣
態

に
適

し
な

い
、
或
は
紳

の
意
志

に
合
致
し
な

い
と
云
ふ
表
示

で
あ

マ
ル
サ
ス
劉
ゴ
ヅ
ド
ウ
ィ
y
の
入
口
論
箏

二
四
九
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二
五
〇

る
と
見
る

こ
と
が
出
來
る
。
從

て
道
徳

的
生
物

と
し

て
、
此
等
特

殊
の
方
面

に
於
け
る
慾
情

の
耽
溺
を
抑
制
す

る

の
は
明
に

吾
人

の
義

務
で
あ
る
。
叉
か
く

の
如
く
吾
人

の
自
然
的
慾
情

の
結
果
を
精
査
し
、
屡

々
之
を
功
利

の
試
金
石

昏
。
言
9

。
剛

仁
匹
ξ

に
あ

て

玉
、
漸
次

に
、
慾
情

の
満

足
を
、
悪

を
伴
は
す

、
從

て
明
白

に
人
類

の
幸
幅

の
量

を
増
加
せ
し
め
、
造
物
主

わ

の
明
瞭
な
目
的
を

満
た
す
様

な
方
面

に
の
み
、
圖
る

の
習
慣
を
獲
得
す

る

の
は
吾

人
の
義
務

で
あ
る
』

と
。

マ
ル
サ
ス
に
と

わ

り
て
あ
ら
ゆ
る
認
識
の
根
源
は
経
験
で
あ
る
。
『
経
験
は

凡
て
の
知
識
の
眞
の
源
泉
で
あ
ウ
、
基
礎
で
あ
る
」
『
事
實
と
経

験
に
よ
り
稜
見
さ
れ
た
る
眞
理
の
殿
堂
の
前
に
は
最
も
華
麗
な
る
學
論
も
、
最
も
美
は
し
き
分
類
も
波
落
し
な
け
れ
ば
な
ら

の

め

ぬ
」
『
如
何
な
る
読

も

一
般
的
経
験
と
矛
盾
す
る
も

の
は
、

正
読
と
し

て
採

ら
る

ぺ
き
何
等

の
自
員
を
も
ち
得
な

い
』

ゴ
ッ
ド
ウ
イ
ン
に
も
時
代
精
融

と
し
て
の
功
利
主
義

は
歴

々
と
し

て
指
摘
さ
れ

る
。
『
政
治
的

正
義
』

の
巷
頭

に
於

て
云

へ

る
、
學
問

の
目
的

は
人
類

の
幸
幅

で
あ
る
と
云
ふ
思
想
は

ベ

ン
ク
ム
と
同

一
思
想

で
あ
り
、
叉
肚
會
は
翠
な
る
個
人

の
合
計

と
な

る
思
想

に
於

て
も
後
者

と

一
致
す
る
。
併

し

ゴ
ッ
ド
ウ
イ

ン
は
形
而
上
墜
者

で
あ
り
、
そ

の
全
傾
向
に
於

て
経
験

を
超

越

し
、
歴
史
を
蔑

覗
し
た
。

ヘ
ル
ド
は
、
ゴ

ツ
ド
ウ
ィ

ン
を
以

て
英
國

に
未
だ
曾

て
見
ざ
る
抽
象
的
敏
義
を
展
開
し
た

と
な

ラ

ラ

ロリ

　

し

て
ゐ
る
。
ま

こ
と
に
彼
は
如
何
な
る
形
而
上
學
者

に
も
劣

ら
ざ
る
室
理
的
頭
謄

で
あ

る
。

マ
ル
サ

ス
は

ス
ミ
ス
よ
り
離
れ
、
同
時

に
形
而
上
學

の

一
形
態

と
し

て
の
ゴ

ッ
ド
ウ
イ

ン
を
排
し
得
た
こ
と

に
よ

つ
て
経

濟
學

は
新

し
き
進
路

の
上

に
置

か
れ

た
。
以
後

の
経
濟
學
は

一
切
の
形
而
上
學

、
從

て

ス
、ミ
ス
の
自

然
法
観
念
よ
り
も

脱
離

し
た
る

ベ

ン
タ
ム
の
思
想

に
よ

つ
て
支
配
さ
れ
た
。

リ
カ
ア
ド
ウ
よ
り

、・、
ル
に
至
る
學
統

に
於

て
、
個

人
の
利
釜
は
神

の
導
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き

に
よ
り
全
磯

の
利

釜
と
合
致
す

る

に
あ
ら
す

し
て
、
杜
會

は
個
人

の
合
計
な
る

が
故

に
此
結
果

に
到
達

す
る
と
考

へ
ら
れ
た
。

自
由

主
義
経
濟
學

に
於
け
る
此
攣
化
は
注
意
を
要
す
る
。

最
後

に
、

ゴ
ッ
ド
ウ
ィ

ン
封

マ
ル
サ

ス
の
論
孚
は
維
濟
學

の
硯
野
を
援
大
す
る

一
縛
機

と
も
な

つ
た
。

レ
ス
リ
ー

・
ス
チ
ブ

ン

は

云
ふ

『
此
論
争

一
た
び
開
く
る
や
、
経
濟
學

は
最
早
分
離
し
た
學
問

と
見
得
な

い
こ
と

が
明
ど
な

つ
た
。

そ

の
學
読
は
當
時

の

一
切

の
政
治
的
砒
會
的
大
問
題

に
屡
加

し
た
。
そ

の
方
法

の
如
何
を
問
は
ナ
、
又
産
業
組
織

が
論
理
的
構

造

に
よ

つ
て
他

の
問
題

と
引
離
し

て
取
扱

ひ
得
る
や
否

や
を
問
は
す
、
維

濟
學
が
廣

き
思
索

と
共
通

の
分

野
を
有
す
る

こ
と
は
明
と
な

つ
た
。

以
來
経
濟

學
は
分
離

し
た

一
研
究
と
し

て
で
な
く

、
肚
會
學
的
理
論

の

一
部
門
と
し

て
見
ら
れ

ね
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。
か
く

て
私
は
政

め

治
學

の
歴
史

に
於
け

る
と
同
じ
く

一
新

時
代

の
生
誕

に
臨
む
わ
け

で
あ
る
』

と
。
惟

ふ

に
前
述

の
如
く
此
論

雫
は
財

の
生
産

以
外

に
重
大
問
題
と
し

て
分
配
問
題

の
存
在

に
氣
付

き
た
る
新

時
代

の
關

心
を

反
映
せ
る
も

の
で
あ
る
。
ゴ
ッ
ド
ウ

イ

ン
は
杜
會

の
貧

窮

を
制
度

の
改
造

(
或

は
撤
慶
)

に
よ

つ
て
除

き
去

ら
ん
と
望
ん
だ
が
、

こ
れ

に
反
樹

し
た
る

マ
ル
サ

ス
も

『
貧

の
性
質

と
其

原

わ

因

の
研
究
」
を
志

し
た
者

で
あ
る
。
此
論
孚
そ
れ
自

身
か

玉
る
時
代

の

一
表

現
と
し

て
意
義
を
有

し
、

マ
ル
サ

ス
の
勝
利
は
、
維

濟
學
者

を
し

て
人

ロ
理
論

に
注
意
を
向

け
し
め
、
こ
れ
を
基
礎

と
し
て
分
配
問
題
を
論

ぜ
し
め
た
。
人

ロ
理
論

が
経
濟
學

に
属

す

る
か
否
か

の
問
題

に
燭
れ
す

と
も

、
人

ロ
の
増
加
減

少
、
そ

の
構
成

の
攣

化
を
離
れ

て
多
く

の
経

濟
問
題
を

取
扱

ひ
得
ざ
る

こ
と

は
明
瞭
と
な

つ
た
。

か

玉
る
意
味

に
於

て
我

々
は

ス
チ
ブ

ン
の
右

の
詮

に
同
意
す
る

こ
と

が
出
來

る
で
あ

ら
う
。
(
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